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1  ル ネ サ ン ス の 戦 争 と 平 和  

中 世 か ら 近 代 に 向 か う ヨ ー ロ ッ パ は 群 雄 割 拠 の 戦 国 時 代

に あ っ た 。 1 6 世 紀 は 、 プ ロ テ ス タ ン ト の カ ト リ ッ ク の 宗 教 的 な 対

立 項 を 軸 に 分 か れ た 新 興 勢 力 と 旧 勢 力 の 両 陣 営 が 、 軍 事

的 な 緊 張 と そ の 破 綻 を 繰 り 返 し つ つ 、 絶 対 王 政 の 中 央 集

権 国 家 へ の 道 を 歩 み 始 め た 時 代 で あ っ た 。 新 興 勢 力 は 、 そ

れ ま で の 中 世 ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 周 縁 部 に あ っ た 、 ザ ク セ ン 、 ブ

ラ ン デ ン ブ ル ク （ 後 の プ ロ イ セ ン ） を 始 め と す る ド イ ツ 諸 侯 、 デ ン

マ ー ク 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 そ し て 薔 薇 戦 争 に よ り 完 全 に フ ラ ン ス 王

権 か ら 独 立 し た イ ン グ ラ ン ド で あ っ た 。 一 方 、 旧 勢 力 は 、 中 世

ヨ ー ロ ッ パ 世 界 の 中 心 い や そ の も の と 呼 べ る べ き 陣 営 で あ り 、

教 皇 と イ タ リ ア 諸 都 市 、 ス ペ イ ン と オ ー ス ト リ ア の 両 ハ プ ス ブ ル

ク 家 、 フ ラ ン ス 王 家 で 、 1 6 世 紀 に は そ の 多 く は カ ト リ ッ ク を 護

持 し 続 け た 。 フ ラ ン ス 、 そ し て イ ン グ グ ラ ン ド （ イ ギ リ ス ） は 新 旧 両

陣 営 の 間 で ゆ れ つ つ も 着 実 に 絶 対 王 政 へ の 要 件 を み た し て

い く 。 そ し て そ れ は 。 中 央 集 権 的 な 官 僚 制 度 と 強 力 な 常 備

軍 の 設 置 に 近 代 国 民 国 家 の 成 立 の 一 因 を 求 め た 「 長 き 軍

事 革 命 」 の 成 果 で も あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 旧 陣 営 の 雄 ハ プ ス

ブ ル ク の 帝 国 は 腐 食 し 浸 食 さ れ 解 体 し て い く 。  
軍 事 革 命 は 、 1 5 世 紀 か ら 始 ま っ た 。 百 年 戦 争 の ア ジ ャ ン

ク ー ル の 戦 い で の フ ラ ン ス の 重 装 騎 士 に 勝 っ た イ ン グ ラ ン ド の

弓 兵 、 シ ャ ル ル 突 進 公 対 ス イ ス 傭 兵 、 マ ク シ ミ リ ア ン 皇 帝 の ラ

ン ツ ク ネ ヒ ト （ ド イ ツ 傭 兵 ） と い っ た 騎 士 を 中 心 と し た 戦 士 で は

な く 、 軍 事 専 門 家 の 兵 士 の 出 現 、 そ れ に と も な う 騎 士 軍 か ら

騎 兵 ・ 歩 兵 ・ 弓 兵 そ し て 砲 兵 の 諸 兵 科 統 合 の 軍 隊 の 誕 生

で あ っ た 。 こ れ に は 東 ロ ー マ 帝 国 を 滅 ぼ し バ ル カ ン 半 島 に 侵

入 、 ウ ィ ー ン に 迫 っ た オ ス マ ン ・ ト ル コ の 軍 隊 の 強 力 さ と 恐 怖

が 大 き く 関 わ っ て い る 。 オ ス マ ン の 常 備 軍 団 （ カ プ ク ル ・ オ ジ ャ

ワ ） の 、 専 門 の 砲 兵 （ ト プ ジ ュ ） の 放 つ 大 砲 の 轟 音 、 常 備 歩

兵 （ イ ェ ニ チ ェ リ ） の 火 縄 銃 の 集 中 的 な 銃 撃 、 そ の 後 の 常 備

騎 兵 の 六 連 隊 衆 （ ア ル ト ゥ ・ ボ リ ュ ク ・ ハ ル ク ） と 刀 槍 弓 矢 で 武

装 し た 在 地 騎 兵 軍 （ テ ィ マ ー ル ル ・ シ バ ー ヒ ） の 大 軍 団 の 突

撃 の 前 に 、 十 分 な 火 砲 も な い ヨ ー ロ ッ パ の 諸 侯 の 騎 兵 歩 兵

弓 兵 混 成 軍 は 壊 滅 的 な 打 撃 を 喫 し た の で あ る 。 そ の オ ス マ ン

の 大 軍 団 の 統 率 と 鼓 舞 を 担 っ て い た の が 、 シ ョ ー ム に 似 た 二
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枚 リ ー ド の ズ ル ナ 、 金 管 の ボ ル 、 鍋 型 太 鼓 ナ ッ カ レ 、 両 面 太

鼓 の ダ ウ ル 、 テ ィ ン パ ニ 型 の 太 鼓 ケ ス か ら な る 軍 楽 隊 で あ っ た 。

統 率 と 示 威 の 二 面 に 音 楽 は 仕 え る こ と で 軍 事 革 命 の 一 翼

を 担 い 、 ヨ ー ロ ッ パ の 王 侯 は オ ス マ ン 風 の 軍 楽 を 取 り 入 れ て

自 ら も 軍 楽 隊 を 創 設 し た 。 軍 楽 に 限 ら ず 軍 事 と 音 楽 は 、 古

来 よ り 不 可 分 の も の で あ り 、 音 楽 は 、 軍 事 的 な 効 果 だ け で な

く 政 治 的 威 信 を 表 現 す る 格 好 の 武 器 で あ っ た 。 こ の 殺 戮 に

い ざ な う 戦 場 の 音 は 、 一 方 で 戦 場 を 離 れ た 軍 事 の 示 威 の 演

出 た め の 音 楽 と い う 新 た な 道 を 生 み 出 す 。 そ の ル ネ サ ン ス 的

表 現 の ひ と つ が 「 入 城 式 」 で あ っ た 。 軍 隊 を 伴 っ た 王 侯 が 自

ら の 支 配 す る 都 市 を 訪 問 す る 入 城 式 は 、 美 術 に よ る 装 飾 、

音 楽 や 演 劇 の 上 演 と い っ た さ ま ざ ま な 道 具 立 て に よ り 王 権 の

威 容 を 演 出 す る 。 戦 場 へ で は な く 、 都 市 へ と 向 か う こ の 行 列

こ そ が 、 平 和 に つ な が る 音 楽 の も う ひ と つ の 道 だ っ た で あ ろ う

か 。  
 
2  王 権 と 祝 祭  

ル ネ サ ン ス に は 、 軍 事 的 象 徴 の 場 と し て の 祝 祭 の 機 会 は

数 多 く 現 わ れ た 。 戴 冠 式 、 王 家 の 婚 礼 、 王 嗣 子 の 洗 礼 、 臣

従 の 誓 い 、 都 市 へ の 入 城 式 、 和 平 条 約 の 締 結 や 国 葬 な ど

の 際 に 、 「 王 」 と い う 曖 昧 な 国 家 の 中 心 点 を 、 具 体 的 な 姿 と

し て あ た か も 公 開 の 劇 場 で 披 露 す る か の よ う に 祝 祭 は 催 さ れ

た 。 祝 祭 の 表 象 や 隠 喩 に 満 ち た プ ロ グ ラ ム と パ フ ォ ー マ ン ス は 、

王 を 「 ロ ー マ 皇 帝 」 の イ メ ー ジ に 帰 す べ く ギ リ シ ア ･ ロ ー マ の 神

話 や 芸 術 を 利 用 し て ル ネ サ ン ス の 文 人 た ち に よ っ て 練 り 上 げ

ら れ た も の で あ っ た 。 凱 旋 門 を 造 り 山 車 を 伴 う ペ ー ジ ェ ン ト （ 凱

旋 行 列 ） 、 ト ー ナ メ ン ト （ 武 芸 試 合 ） な ど の 多 彩 な 競 技 会 、 寓

意 と 象 徴 に 満 ち 室 内 外 の 舞 台 で 演 じ ら れ る 劇 、 そ れ ら に 関

わ る シ ナ リ オ 、 コ ス チ ュ ー ム 、 宴 会 、 音 楽 と い っ た 、 2 , 3 日 か ら

時 に は 1 ヶ 月 に 及 ぶ 祝 祭 の 統 括 に あ た る 監 督 者 の 指 揮 の

下 、 あ り と あ ら ゆ る 芸 術 分 野 の 共 同 作 業 の 集 成 が 、 こ の ト ー タ

ル な ス ペ ク タ ク ル に 集 約 さ れ た 。 い わ ば 、 ル ネ サ ン ス の 芸 術 家 た

ち の 真 の 仕 事 は こ こ に あ っ た 。 王 権 の イ メ ー ジ を 創 出 し 、 権 力

の 保 持 に 寄 与 す る こ と が 、 知 識 人 、 年 代 記 作 者 、 画 家 、 音

楽 家 、 演 出 家 、 建 築 家 や あ ら ゆ る 種 類 の 職 人 と い っ た 宮 廷
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に 仕 え る 者 に 与 え ら れ た 使 命 で あ っ た 。  
な か で も 入 城 式 （ エ ン ト リ ー 、 ア ン ト レ 、 入 市 式 、 総 行 列 ） は 、

戦 勝 の 祝 い あ る い は 祈 願 の 意 味 を 持 つ 凱 旋 行 列 が 軍 事 的

行 為 の 意 味 を 代 表 す る も の と し て 、 軍 事 教 練 の 意 味 合 い を

も つ 武 芸 試 合 （ ト ー ナ メ ン ト ） と 並 ん で 、 王 権 の 最 も 具 体 的 な

表 現 と な っ た 。 傭 兵 か ら 国 家 軍 隊 へ と 向 か う 王 の 軍 を 用 い 、

知 識 人 か ら 官 僚 と な り つ つ あ る 宮 廷 人 が 、 暴 力 と 野 蛮 を 統

治 と 理 性 に 昇 華 す べ く 、 武 力 に よ る 支 配 か ら 「 権 力 の 表 現 」

に よ る 威 力 支 配 を 表 現 し よ う と す る 装 置 で あ っ た 。 城 壁 の 外

か ら 内 へ 向 か い 都 市 の 中 心 部 の 宮 殿 や 聖 堂 で の 儀 礼 に い

た る 入 城 式 の ベ ク ト ル は 、 プ ロ セ ッ シ ョ ン 、 ミ サ と い う 宗 教 的 機

能 を 包 含 し て い た 。 王 を 称 え 、 武 力 で 威 圧 す る こ と で 、 「 血 の

流 れ ぬ 」 と い う 意 味 で の 平 和 的 支 配 の 象 徴 と し て 機 能 し て い

た 。  
こ れ ら の 祝 祭 は 王 の 永 遠 の 栄 光 の 記 録 と し て 、 王 の 支 配

の 証 と し て 、 記 録 さ れ ね ば な ら な か っ た 。 そ の た め に 支 配 者 は 、

祝 祭 の 実 施 と は 別 に 、 こ れ ら の 重 要 な 祝 典 の 華 麗 さ と ス ペ ク

タ ク ル を 記 録 す る 為 の 豪 華 な 書 籍 制 作 を 注 文 し た 。 企 画 全

体 の 責 任 者 で あ る 宮 廷 詩 人 や 画 家 は 、 再 度 こ れ ら の 祝 典

後 の 出 版 の た め に 呼 び 集 め ら れ た 。 莫 大 な 費 用 を か け ら れ 限

定 出 版 さ れ た こ れ ら 「 祝 祭 本 」 は 、 王 侯 の 力 と 富 と 権 威 の 証

明 で あ る と 同 時 に 宮 廷 の プ ロ パ ガ ン ダ で も あ っ た 。  
祝 祭 本 の い く つ か に は 、 「 そ し て 音 楽 が 演 奏 さ れ た 」 あ る い

は ｢ 声 楽 と 器 楽 に よ る 美 し い 演 奏 が あ っ た ｣ な ど の 短 い 記 述 が 、

音 楽 の 図 像 も な く 引 用 さ れ て い る 。 し か し 一 方 で 時 に は 楽 器

自 体 の 精 緻 な 描 写 も 、 参 加 し た 音 楽 家 に つ い て の 極 め て 詳

細 な テ キ ス ト や 図 像 も 誂 え ら れ て い る 。 も ち ろ ん 祝 祭 本 は 我 々

に 同 時 代 の 演 奏 実 践 や 宮 廷 に お い て の 音 楽 の 役 割 に つ い

て の 重 要 な 情 報 を 与 え て く れ る 。 が そ れ 以 上 に 、 祝 祭 図 像 の

中 に 描 か れ た 音 楽 に は 、 現 実 の 祝 祭 の 演 出 で あ っ た 奏 楽 を

単 に 描 き 込 ん だ 以 上 の 意 味 が あ る よ う に 思 わ れ る 。 そ れ は 、

中 世 以 来 の 写 本 挿 図 （ ミ ニ ア チ ュ ー ル ） に 丹 念 に 想 像 上 の

あ る い は 理 念 上 の 楽 器 や 奏 楽 の 様 子 を 描 く こ と で 示 し て き た

「 音 楽 」 の 価 値 に 通 じ る も の で あ る 。 つ ま り 、 「 音 楽 は 財 宝 に し

て 権 威 」 の 象 徴 で あ る 。 聖 書 の 奏 楽 は 「 神 威 」 を 管 楽 器 は
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軍 楽 そ し て 武 力 に 通 じ る 「 王 威 」 を 描 か せ る 者 の 頭 上 に 戴 か

せ る こ と に な る 。 聖 書 の 関 連 図 像 か ら や が て 世 俗 の 祝 祭 図

像 に 変 化 し て い く 時 代 、 ま さ に そ れ は キ リ ス ト 教 の 一 元 的 価

値 観 の 中 に あ っ た 世 俗 の 王 権 が 、 王 の 理 想 像 を ダ ビ デ か ら

カ エ サ ル へ と 姿 を 変 え て 描 か せ た よ う に 、 新 た な 権 威 そ の も の

と し て 屹 立 し よ う と し た 証 な の で あ る 。  
そ し て 描 か れ る 素 材 も 変 質 す る 。 ト ー ナ メ ン ト は 神 に 仕 え る

騎 士 の 武 勲 物 語 の 現 実 の 絵 巻 で は な く 、 王 権 の 祝 祭 の 一

部 と し て 催 さ れ 、 戴 冠 式 や 入 城 式 、 巡 幸 は 、 中 世 の 実 質 的

な 支 配 の 手 段 と し て の 政 治 儀 礼 か ら 、 象 徴 的 儀 礼 と し て 王

権 の 祝 祭 の 一 部 と な り 、 記 録 さ れ て い く 。 ル ネ サ ン ス （ 文 芸 復

興 ） は 、 キ リ ス ト 教 的 道 具 立 て か ら 神 話 的 道 具 立 て へ の 原

動 力 と な る 。 演 劇 、 舞 台 、 音 楽 、 プ ロ セ ッ シ ョ ン と い っ た 催 し の

内 容 は 、 パ フ ォ ー マ ン ス 以 上 に 、 詩 、 詩 人 に よ る 台 本 制 作 、

画 家 や 建 築 家 に よ る 視 覚 的 表 現 と い っ た 文 芸 的 要 素 が 重

視 さ れ 、 書 き 残 さ れ る も の と し て の 祝 祭 本 の 意 義 が 増 し て い く

の で あ る 。 「 何 を 催 す 」 の で は な く 、 「 ど の よ う に 催 し た こ と に す る

か 」 、 そ し て 「 ど の よ う に 広 め る か 」 な の で あ っ た 。  
 
3  ル ネ サ ン ス の 光 と 影  

( a )  ハ プ ス ブ ル ク 皇 帝 家 の 祝 祭 本 ― 戴 冠 式 と 巡 幸  
祝 祭 本 の 表 題 は ま さ に 一 枚 刷 り の ビ ラ の ご と く 、 祝 祭 の 内

容 の み な ら ず 主 催 者 の 威 名 を 知 ら し め る 。 こ の 時 代 現 れ た 印

刷 楽 譜 が 、 表 題 に 献 呈 す る 王 侯 貴 族 へ の 美 辞 麗 句 を ち り

ば め 権 威 に よ る 認 証 を 行 っ た の も 、 祝 祭 本 の み な ら ず こ の 時

代 に 盛 ん に な る 印 刷 本 と い う メ デ ィ ア の 重 要 な 要 素 で あ っ た 。

権 威 に よ り 認 可 さ れ る こ と で メ デ ィ ア （ 伝 達 媒 体 ） は 可 能 に な

る 。 逆 に 言 え ば 、 絶 対 王 政 に お い て 、 メ デ ィ ア は あ ら ゆ る 場 合

に 王 権 の プ ロ パ ガ ン ダ と な り え た 。 作 品 や 作 者 が 仕 え る の が 神

か ら 王 に 代 わ っ た だ け に す ぎ な い か も し れ な い が 、 地 理 的 な 世

界 と 同 様 、 森 羅 万 象 の 知 と 情 報 は 王 の も の と い う 宣 言 で も あ

っ た 。  
空 間 の 支 配 者 は 、 い か に 時 間 を こ え て 威 光 を 伝 え て い こ う

と し た の で あ ろ う か 。 い く つ か の 祝 祭 本 の 刊 行 を み て い く こ と で 、

祝 祭 を つ う じ た 威 光 に よ っ て 祈 念 さ れ る ル ネ サ ン ス の 理 想 と 、
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【 図 1 】 1 5 1 5 年 4 月 1 8 日 カ ー ル の フ ラ ン ド ル 伯 と し て の ブ リ ュ ー ジ ュ 市

へ の 入 城 式 （ B i l d - A r c h i v  u n d  P o r t r ä t - S a m m l u n g ,  

 Ö s t e r r e i c h i s c h e  N a t i o n a l b i b l i o t h e k ,  W i e n ）  

1 6 世 紀 の 戦 国 の 現 実 を 考 え て い き た い 。  
1 5 0 0 年 に フ ラ ン ド ル に 生 ま れ た 皇 帝 カ ー ル 5 世 の デ ビ ュ ー

と い う べ き 入 城 式 の 祝 祭 本 が 残 さ れ て い る 。  1 5 1 5 年 4 月 1 8
日 の フ ラ ン ド ル 伯 と し て の ブ リ ュ ー ジ ュ 市 へ の 入 城 式 で あ る 。

祝 祭 本 の 表 題 に は 「 ス ペ イ ン 王 子 、 オ ー ス ト リ ア 大 公 、 ブ ル ゴ
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ー ニ ュ 公 、 フ ラ ン ド ル 伯 」 と あ り 、 入 城 式 で は そ れ ぞ れ の 肩 書 き

を 示 す 紋 章 や 諸 国 を 示 す 意 匠 が 用 い ら れ た 。 （ 【 A p p e n d i x
Ⅰ - 1 】 【 図 1 】 ）  
カ ー ル 5 世 は フ ェ リ ペ 1 世 （ 1 4 7 8 年 - 1 5 0 6 年 ・ フ ィ リ ッ プ 美

公 ） と カ ス テ ィ ー リ ャ の フ ア ナ 女 王 （ 1 4 7 9 年 - 1 5 5 5 年 ） の 間 に

生 ま れ た 。 母 方 の 祖 父 母 は 結 婚 に よ っ て 統 一 ス ペ イ ン 王 国

を 誕 生 さ せ た ア ラ ゴ ン 国 王 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 2 世 と カ ス テ ィ ー リ

ャ 女 王 イ サ ベ ル で あ っ た 。 さ ら に 父 方 の 祖 父 母 は 皇 帝 マ ク シ ミ

リ ア ン 1 世 と ブ ル ゴ ー ニ ュ 公 女 マ リ ア と い う 血 筋 で あ っ た 。 1 5 0 6
年 に 父 か ら オ ー ス ト リ ア 大 公 、 ル ク セ ン ブ ル ク 公 、 ブ ル ゴ ー ニ ュ

公 、 母 か ら は 後 に カ ス テ ィ ー リ ャ お よ び レ オ ン 王 位 を 受 け 継 ぎ 、

1 5 1 6 年 の 祖 父 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 2 世 の 死 後 、 ア ラ ゴ ン 王 、 バ

ル セ ロ ナ 伯 、 バ レ ン シ ア 王 、 ナ ポ リ 王 、 シ チ リ ア 王 、 す な わ ち ス

ペ イ ン 王 カ ル ロ ス 1 世 と し て 即 位 す る 。 正 式 な 継 承 権 は 母 フ

ァ ナ に あ っ た が 精 神 病 と し て 幽 閉 さ れ て い た 。  ブ ル ゴ ー ニ ュ -
フ ラ ン ド ル の 統 治 を 叔 母 マ ル ガ リ ー テ に 任 せ 、 1 5 1 7 年 に ス ペ イ

ン に 入 る 。 カ ー ル の 統 治 領 内 の 巡 幸 に 費 や し た 生 涯 は こ こ か

ら 始 ま る 。 ス ペ イ ン 貴 族 ら の 反 乱 に 対 応 す る 間 も 無 く 、  1 5 1 9
年 に 祖 父 の 皇 帝 マ ク シ ミ リ ア ン 1 世 が 死 去 し 、 1 5 世 紀 末 よ り

イ タ リ ア 戦 争 で 対 立 し て い た フ ラ ン ス 王 家 の フ ラ ン ソ ワ 1 世 と

皇 帝 選 挙 で 争 っ た 末 に 、 フ ッ ガ ー 家 の 資 金 援 助 な ど に よ っ て

神 聖 ロ ー マ 皇 帝 カ ー ル 5 世 と し て 即 位 す る 。 即 位 式 は ア ー ヘ

ン で 執 り 行 わ れ る が 当 時 メ デ ィ チ 家 出 身 の 教 皇 レ オ 1 0 世

( 在 位 1 5 1 3 - 1 5 2 1 ) と 対 立 し て お り 、 教 皇 に よ る 戴 冠 式 は 果

た せ な か っ た 。  レ オ 1 0 世 は 1 5 2 1 年 死 去 す る が 、 2 年 後 、

従 兄 弟 の 枢 機 卿 ジ ュ リ オ ・ デ ィ ･ メ デ ィ チ が 教 皇 ク レ メ ン ス 7 世

( 在 位 1 5 2 3 - 1 5 3 4 ) と し て 即 位 す る 。 1 5 2 1 年 は ウ ォ ル ム ス の 帝

国 議 会 に ル タ ー を 喚 問 し 、 ル タ ー 派 の 禁 止 を 決 定 し た 年 で カ

ー ル に と っ て は 内 憂 外 患 の 戦 乱 の 始 ま り で あ っ た 。  
イ タ リ ア を め ぐ る 外 患 に こ そ 祝 祭 は 利 用 さ れ る 。 始 ま り は 、

王 家 の 継 承 で あ っ た 。 1 4 3 5 年 以 降 、 ナ ポ リ 王 国 を 支 配 し て

い た フ ラ ン ス 系 の ア ン ジ ュ ー 家 と ア ラ ゴ ン 家 が 争 い 、 1 4 4 3 年 、

ナ ポ リ は ア ラ ゴ ン 家 の 支 配 下 に 入 っ た 。 1 4 9 4 年 、 フ ラ ン ス は ナ

ポ リ と ミ ラ ノ の 継 承 を 主 張 し 、 シ ャ ル ル 8 世 は イ タ リ ア に 侵 攻 し

た 。 （ 【 図 2 】 ） シ ャ ル ル は フ ィ レ ン ツ ェ か ら メ デ ィ チ 家 を 追 放 し 、
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【 図 2 】 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ グ ラ ナ ッ チ 〈 フ ラ ン ス 王 シ ャ ル ル 8 世 の フ ィ レ ン ツ ェ  

へ の 入 城 〉 ( 1 5 1 8 年 ） G R A N A C C I ,  F r a n c e s c o （ 1 4 7 7 ,  

F i r e n z e - 1 5 4 3 ,  F i r e n z e ） , G a l l e r i a  d e g l i  U f f i z i ,  

F l o r e n c e  

翌 年 ナ ポ リ を 占 領 す る が 、 教 皇 ア レ ク サ ン ド ル 6 世 、 皇 帝 マ ク

シ ミ リ ア ン 1 世 、 ス ペ イ ン 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 、 ミ ラ ノ が 神 聖 同 盟 を 結

び 対 抗 し た た め 、 撤 退 す る 。  1 4 9 9 年 に は ル イ 1 2 世 が ミ ラ ノ

の 継 承 を 主 張 し 、 ス フ ォ ル ツ ァ 家 の ミ ラ ノ 公 ル ド ヴ ィ コ ・ イ ル ・ モ

ー ロ を 幽 閉 、 ミ ラ ノ 公 国 を 征 服 す る 。 し か し 1 5 0 3 年 に は  ス ペ

イ ン が ナ ポ リ を 征 服 し 、 翌 年 ブ ロ ア 条 約 に よ り フ ラ ン ス が ナ ポ リ

を 放 棄 。  さ ら に は 1 5 1 1 年 に 教 皇 ユ リ ウ ス 2 世 が 、 ス ペ イ ン 、

ヴ ェ ネ ツ ィ ア 、 イ ギ リ ス 、 ス イ ス と 神 聖 同 盟 を 結 び 、 フ ラ ン ス に 対

抗 す る と 、  1 5 1 3 年 に は ミ ラ ノ か ら フ ラ ン ス 軍 が 追 放 さ れ 、 ス フ

ォ ル ツ ァ 家 が 一 時 復 帰 す る が 、 1 5 1 5 年 に は フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ

ワ 1 世 が ミ ラ ノ に 侵 攻 、 9 月 1 3 , 1 4 日 の マ リ ニ ャ ー ノ の 戦 い で ミ

ラ ノ と ス イ ス 傭 兵 軍 を 破 り 、 ス フ ォ ル ツ ァ 家 を 追 放 し 、 ミ ラ ノ を 支

配 す る 。  ク レ マ ン ･ ジ ャ ヌ カ ン は 戦 勝 を 記 念 し て シ ャ ン ソ ン 《 戦

争 》 を 作 曲 し 、 こ の 後 さ ま ざ ま な 宮 廷 で 愛 好 さ れ た 戦 争 描 写

の 音 楽 「 バ ッ タ ー リ ア 」 の モ デ ル と な っ た 。 こ れ に 対 し 1 5 2 1 年 に
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は フ ラ ン ソ ワ の ラ イ バ ル で 皇 帝 選 挙 に 勝 利 し た カ ー ル 5 世 は

教 皇 レ オ 1 0 世 と 和 解 し ミ ラ ノ を 攻 め 、 ビ コ ッ カ の 戦 い で 勝 利 し 、

フ ラ ン ス を 放 逐 し た 。  し か し 次 代 の 教 皇 ク レ メ ン ス 7 世 は 当

時 の 複 雑 な 政 治 状 況 の 中 、 フ ラ ン ス と 同 盟 を 結 ぶ 。 フ ラ ン ソ

ワ は 1 5 2 4 年 イ タ リ ア に 侵 入 す る も 2 月 2 4 日 の パ ヴ ィ ア の 戦 い

で 皇 帝 軍 に 敗 れ 、 捕 虜 と な り 、 マ ド リ ッ ド に 幽 閉 の 憂 き 目 を み

る 。 1 5 2 6 年 フ ラ ン ソ ワ 1 世 に ナ ポ リ と ミ ラ ノ を 放 棄 さ せ た マ ド リ ッ

ド の 和 約 を 結 び 完 全 に 勝 利 し た カ ー ル は 、 こ の 年 ポ ル ト ガ ル

王 女 イ ザ ベ ラ と 結 婚 し 、 こ れ を 記 念 し て セ ヴ ィ リ ヤ で 入 城 式 を

行 っ て い る 。 だ が 、 釈 放 さ れ た フ ラ ン ソ ワ は た だ ち に 条 約 を 破

棄 、 教 皇 、 ミ ラ ノ 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 、 イ ギ リ ス と 反 ハ プ ス ブ ル ク の コ ニ

ャ ッ ク 同 盟 を 結 ん だ 。 こ の 報 復 が  1 5 2 7 年 の ロ ー マ 略 奪 で あ

る 。 皇 帝 の 意 に 反 し て ス ペ イ ン 兵 、 イ タ リ ア 兵 な ど か ら な る 皇 帝

軍 と ド イ ツ 傭 兵 は 長 期 の 行 軍 に 給 料 未 払 い 、 飢 餓 も あ り 、

悪 名 高 き 略 奪 が 発 生 す る 。  
1 5 2 9 年 、 教 皇 と 皇 帝 は バ ル セ ロ ナ 条 約 を 結 ん で 和 解 し 、

8 月 に は 「 カ ン ブ レ ー の 和 」 で フ ラ ン ス は 賠 償 金 を 支 払 い 、 イ タ

リ ア を 放 棄 し 、 1 1 月 に は 皇 帝 は 戴 冠 式 の た め に 教 皇 を 伴 い

ボ ロ ー ニ ャ に 入 城 す る 。  こ の 折 に イ タ リ ア 諸 国 が 集 ま り 、 皇 帝

カ ー ル に 服 す る こ と を 決 め 、 イ タ リ ア に お け る ハ プ ス ブ ル ク 家 の

優 位 が 確 定 す る 。 フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ ワ は 皇 帝 カ ー ル に 対 抗

す る た め 、 カ ト リ ッ ク 教 徒 で あ る に も か か わ ら ず 、 ド イ ツ の ル タ ー

派 プ ロ テ ス タ ン ト 諸 侯 を 支 援 し 、 第 一 次 ウ ィ ー ン 包 囲 （ 9 - 1 0
月 ） 下 に あ っ た 異 教 徒 の オ ス マ ン 帝 国 皇 帝 ス レ イ マ ン 1 世

( 在 位 1 5 2 0 - 1 5 6 6 ) と も ひ そ か に 同 盟 を 結 ぶ 。  
こ の よ う な 中 で 1 5 3 0 年 2 月 、 ボ ロ ー ニ ャ に お い て 教 皇 ク レ メ

ン ス 7 世 に よ っ て カ ー ル 5 世 に 対 し て 神 聖 ロ ー マ 帝 国 皇 帝 の

戴 冠 式 が 行 わ れ た の で あ る 。 ロ ー マ は 略 奪 か ら 未 だ 復 興 で き

ず そ の た め ボ ロ ー ニ ャ で 催 さ れ た カ ー ル の 神 聖 ロ ー マ 皇 帝 へ の

戴 冠 式 は 、 1 5 2 9 年 1 0 月 2 4 日 か ら 1 5 3 0 年  3 月 2 2 日 に

か け て の 一 連 の 祝 祭 儀 礼 で あ っ た 。 「 現 世 の 神 」 と し て の 役

割 を 演 じ た カ ー ル の 入 城 式 は 、 古 代 ロ ー マ の カ エ サ ル の 後 継

者 と し て の 皇 帝 を 示 威 す る も の で あ り 、 皇 帝 の 権 威 は 当 時 で

は 教 会 と そ の 典 礼 に よ る 忠 誠 の 擁 護 と 異 端 の 排 除 と い う 権

能 に 救 け ら れ て 確 立 し て い た こ と を も 示 す も の で あ っ た 。  
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1 5 2 9 年 1 0 月 2 4 日 の 教 皇 ク レ メ ン ス 7 世 の ボ ロ ー ニ ャ へ

の 入 城 式 で は 、 教 皇 は マ ジ ョ ー レ 門 を 通 っ て 讃 歌 〈 テ ・ デ ウ

ム 〉 を 捧 げ る サ ン ・ ペ ト ロ ー ニ オ 大 聖 堂 ま で 行 列 （ プ ロ セ ッ シ ョ

ン ） を 行 な っ た 。 そ の 1 2 日 後 1 1 月 5 日 に 、 カ ー ル は 完 全 武

装 の 軍 を 従 え サ ン ・ フ ェ リ ー チ ェ 門 を 通 り ボ ロ ー ニ ャ に 入 城 し た 。

皇 帝 は 4 0 0 の 教 皇 護 衛 兵 を 従 え た 2 0 人 の 枢 機 卿 と 合 流 し

た 。 3 0 0 の 騎 兵 が プ ロ セ ッ シ ョ ン を 先 導 し 、 そ れ に ス ペ イ ン の 貴

紳 の 一 団 と 武 装 し た 3 0 0 の 帝 国 直 属 騎 士 が 続 い た 。 戦 車

に 積 ま れ た 1 0 門 の 大 砲 が 通 り い っ ぱ い に 押 し 出 し 、 ド イ ツ の

傭 兵 隊 （ ラ ン ト ク ネ ヒ ト ） が 鼓 笛 隊 を 伴 い そ の 背 後 に 続 い た 。

山 車 に 乗 っ た 2 人 の 貴 族 が 帝 国 と ブ ル ゴ ー ニ ュ 公 国 の 旗 印

を 掲 げ た 。 そ の 後 に は い く つ か の 軍 団 が 続 く 。 そ し て ス ペ イ ン の

高 官 の 一 団 は 矛 槍 を 持 っ た 1 0 0 人 の 皇 帝 の 親 衛 隊 に 守 ら

れ て 続 い た 。 そ し て 、 帝 国 式 部 官 が 、 金 の 鷲 の 飾 り の 兜 な ど

で 完 全 武 装 し た 皇 帝 を 先 導 し た 。 徒 歩 の 4 人 の 帝 国 直 属

騎 士 が カ ー ル の 頭 上 の 天 幕 を 支 え て い た 。 市 門 で 、 皇 帝 は

彼 に 献 呈 さ れ た 十 字 架 に 接 吻 し 、 帝 国 紋 章 官 が 群 衆 に

8 0 0 0 枚 の デ ュ カ ー ト 金 貨 や 銀 貨 を 投 げ 与 え た 。 そ し て 、 い く

つ か の 凱 旋 門 を 通 っ て 教 会 に 進 ん で い っ た 。 こ れ ら す べ て は

聖 俗 両 界 に 威 厳 を 示 す 皇 帝 と し て の 予 定 通 り の 行 動 で あ っ

た 。 明 ら か に 、 こ れ ら は 教 皇 庁 に よ っ て 予 め 仕 組 ま れ て お り 、

教 皇 ク レ メ ン ス 7 世 は サ ン ・ ペ ト ロ ー ニ オ 大 聖 堂 に て 皇 帝 を 待

ち 受 け て い た 。 翌 1 5 3 0 年 2 月 2 4 日 に は 、 帝 冠 を 伴 っ た 荘

厳 か つ 祝 祭 的 な 行 列 が サ ン ・ ペ ト ロ ー ニ オ 聖 堂 で の 戴 冠 式

に 向 け て 行 な わ れ た 。 こ の 大 聖 堂 は ロ ー マ の サ ン ・ ピ エ ト ロ 大

寺 院 と 寸 分 違 わ ぬ 程 飾 り 立 て ら れ て い た 。 そ し て 、 教 皇 と 皇

帝 は と も に 同 じ 天 幕 の 下 の 馬 に 乗 り 、 ま ず カ ル ロ ス の ロ ー マ 王

と し て の 戴 冠 式 の た め に サ ン ・ ド メ ニ コ 教 会 へ 向 か っ た 。 こ の 教

会 の 建 物 は ロ ー マ の サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ イ ン ・ ラ テ ラ ノ 教 会 に 似

せ て 装 飾 を 施 さ れ た も の で あ っ た 。  
実 は こ の 後 教 皇 に よ る 皇 帝 の 戴 冠 式 は 行 わ れ る こ と は な か

っ た 。 し か し 、 こ の 世 の 支 配 者 で あ る 皇 帝 を 永 遠 の も の と す る

た め に 、 い や 現 実 的 に は 今 後 の ハ プ ス ブ ル ク 帝 国 の 政 略 の た

め に 、 数 多 く の 祝 祭 本 が プ ロ パ ガ ン ダ と し て 制 作 さ れ た 。

（ 【 A p p e n d i x Ⅰ - 2 】 図 3 ， 図 4 ）  
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【 図 3 】 皇 帝 カ ー ル 5 世 の ボ ロ ー ニ ャ 市 に お け る 教 皇 ク レ メ ン ス ７ 世 を 伴

っ た 入 城 式 ： 執 政 官 と 高 位 聖 職 者 た ち 、 テ ィ ン パ ニ 奏 者 た

ち 、 ラ ッ パ 奏 者 た ち （ R o m i s c h e r  K a y s e r l i c h e r  M a y e s t e t   

E i n r e y t t e n  g e n  B o n o n i a / a u c h w i e  s i c h  B ä p s t l i c h e   

H a y l i g k a i t  g e g e n  s e i n e r  K a y s e r l i c h e n M a y e s t a t e n   

g e h a l t e n  h a b e .  [ A u g s b u r g :  H e i n r i c h  S t e i n e r ] ;  1 5 2 9 ）  

皇 帝 戴 冠 式 以 降 も ､ カ ル ロ ス の 入 城 式 は 続 く 。 そ の 後 に

は 数 多 の 都 市 を 巡 る 数 か 月 に 及 ぶ 大 巡 幸 に は 、 イ タ リ ア で は

1 0 、 ス ペ イ ン で は 6 、 フ ラ ン ス で は 4 、 イ ン グ ラ ン ド で は 2 、 そ し て

ア フ リ カ で の 2 つ の 入 城 式 が 含 ま れ て い た 。 そ れ は 実 質 的 な

統 治 手 段 と し て の 都 市 へ の 訪 問 の 結 果 で あ る と 同 時 に ､ 皇

帝 の 威 光 を 、 入 城 式 の 催 行 を 課 せ ら れ た 諸 都 市 の 財 力 に

よ っ て 示 そ う と し た 王 権 の 仕 掛 け で も あ っ た 。 南 ド イ ツ 諸 都 市

へ の 巡 幸 の 成 果 は 、 1 5 3 2 年 、 ル タ ー 派 プ ロ テ ス タ ン ト の シ ュ マ

ル カ ル デ ン 同 盟 諸 侯 と の ニ ュ ル ン ベ ル ク の 和 約 に 結 実 し た 。

1 5 3 5 年 に は 皇 帝 軍 が オ ス マ ン 艦 隊 を 撃 破 し チ ュ ニ ス を 奪 還

す る と 、 1 0 月 以 降 メ ッ シ ー ナ ､ ナ ポ リ ､ ロ ー マ ､ シ エ ナ ､ フ ィ レ ン ツ

ェ ､ ル ッ カ な ど の イ タ リ ア 諸 都 市 を 巡 幸 し た

（ 【 A p p e n d i x Ⅰ - 2 】 ） 。 こ の 巡 幸 は 、 皇 帝 直 属 軍 と 傭 兵 軍 か

ら な る い わ ば 軍 列 を 率 い て の も の で あ っ た 。 最 新 式 の 装 備 と
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【 図 ４ 】 ハ ン ス ・ シ ョ イ フ ェ ラ イ ン 作 、 神 聖 ロ ー マ 帝 国 皇 帝 カ ー ル ５ 世 の

入 城 式 ： 皇 帝 付 き ト ラ ン ペ ッ ト 奏 者 と ケ ト ル ド ラ ム 奏 者 （ ヴ ォ ル

フ ェ ン ビ ュ ッ テ ル 、 1 5 2 5 年 頃 ） 。 （ T h e  M i r i a m  a n d  I r a   

D . W a l l a c h  D i v i s i o n  o f  A r t ,  P r i n t s  a n d   

P h o t o g r a p h s ,  T h e  N e w  Y o r k  P u b l i c  L i b r a r y ,  A s t

o r , L e n o x  a n d  T i l d e n  F o u n d a t i o n s ）  

眼 に も 壮 麗 な 軍 装 は 表 裏 一 体 の も の で 、 入 城 式 を 平 和 裏

に 催 行 せ ね ば 攻 城 戦 が 待 っ て い る と い っ た 硬 軟 併 せ た 示 威

行 為 で あ っ た 。 皇 帝 た る 威 厳 の 表 現 が 盛 大 で あ れ ば あ る ほ ど 、

こ け お ど し の 効 果 は 上 が る 。 軍 列 維 持 の 戦 費 は か さ む が 戦

争 に よ る 略 奪 よ り も 祝 祭 の ほ う が 遥 か に ま し と い っ た 政 治 的 思

惑 に よ っ て カ ー ル の 巡 幸 は 進 む の で あ る 。 だ が い っ た ん 均 衡 が

崩 れ る と 「 ロ ー マ 略 奪 」 の 二 の 舞 に な り か ね な い 危 険 性 を は ら

み つ つ 、 イ タ リ ア 諸 都 市 は 祝 祭 を お こ な う こ と で 救 わ れ て い く 。  
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( b ) イ タ リ ア ・ メ デ ィ チ 家 の 祝 祭 本 ― 政 略 と し て の 婚 礼 祝 祭  
1 5 3 0 年 に フ ィ レ ン ツ ェ に 復 帰 し た メ デ ィ チ 家 は 、 教 皇 ク レ メ

ン ス 7 世 の 庶 子 ア レ ッ サ ン ド ロ が 「 フ ィ レ ン ツ ェ 公 」 と な り 、 皇 帝

の 臣 下 と な っ た が 、 小 国 フ ィ レ ン ツ ェ に と っ て イ タ リ ア を 巡 る 政

治 状 況 は 困 難 に 満 ち て い た 。 1 5 3 6 年 に ミ ラ ノ の ス フ ォ ル ツ ァ

家 の 跡 継 ぎ を め ぐ っ て フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ ワ 1 世 は み た び 皇 帝

カ ー ル と 争 っ た 。 そ の 翌 年 フ ィ レ ン ツ ェ 公 ア レ ッ サ ン ド ロ が 暗 殺

さ れ て メ デ ィ チ の 直 系 が 断 絶 し た 後 、 メ デ ィ チ 傍 系 で あ り 、 勇

敢 な 傭 兵 隊 長 と し て 知 ら れ た 「 黒 隊 長 」 ジ ョ ヴ ァ ン ニ

（ 1 4 9 8 - 1 5 2 6 ） の 子 コ シ モ 1 世  ( 1 5 1 9 - 1 5 7 4 )  が ハ プ ス ブ ル ク

家 の 支 援 の も と 継 承 し た 。 コ シ モ は 、 皇 帝 の 威 を 借 り つ つ 巧

み な 政 略 に よ っ て 、 シ エ ナ を 併 合 し つ つ フ ィ レ ン ツ ェ の 中 央 集

権 体 制 を 確 立 し 、 1 5 6 9 年 に は 「 ト ス カ ー ナ 大 公 」 と な っ た 。 コ

シ モ の 政 略 は 権 威 の 誇 示 と 威 嚇 に あ っ た 。 そ の た め に 専 制

君 主 に ふ さ わ し く 、 フ ィ レ ン ツ ェ を 豪 華 な 宮 殿 や モ ニ ュ メ ン ト で

飾 り 立 て 祝 祭 を 催 し 、 外 交 に 励 ん だ 。 ジ ョ ル ジ ョ ・ ヴ ァ ザ ー リ 、

ア ニ ョ ロ ・ ブ ロ ン ズ ィ ー ノ ら を 宮 廷 画 家 な ど 芸 術 家 の 庇 護 や 、

ウ フ ィ ツ ィ 美 術 館 や ヴ ァ ザ ー リ の 回 廊 な ど を 建 設 な ど 芸 術 の

奨 励 は 政 治 的 背 景 に 結 び つ い て い る の で あ る 。  
コ シ モ と 皇 帝 カ ー ル の 政 治 的 意 図 が 合 致 し た 結 果 が 、

1 5 3 8 年 の 教 皇 パ ウ ル ス 3 世 ( 在 位 1 5 3 4 年 - 1 5 4 9 年 ) の 仲

介 に よ る 1 0 年 間 の 休 戦 を 受 け て の 、 皇 帝 の 臨 席 の 下 で の

1 5 3 9 年 7 月 5 - 9 日 フ ィ レ ン ツ ェ に お け る ト ス カ ー ナ 公 コ シ モ ・

デ ィ ・ メ デ ィ チ と ナ ポ リ 副 王 ド ン ・ ペ ド ロ ・ デ ・ ト レ ド の 娘 エ レ オ ノ ー

ラ ・ ド ・ ト レ ド と の 婚 礼 の た め の 祝 祭 で あ っ た 。 祝 祭 本 の 膨 大 な

リ ス ト か ら も 分 か る よ う に 、 ほ ぼ 1 週 間 に わ た る 婚 礼 祝 祭 は 、 花

嫁 の 入 城 式 に は じ ま り 婚 礼 の ミ サ 、 祝 宴 と 催 し 物 へ と 続 く

【 A p p e n d i x Ⅰ - 3 】 【 図 5 】  ジ ャ ン ブ ラ ー リ の 言 及 に よ る と 、 祝

祭 の メ イ ン イ ベ ン ト は 花 嫁 の フ ィ レ ン ツ ェ へ の 凱 旋 入 城 式 、 ア

レ ゴ リ カ ル な 「 凱 旋 門 」 を 配 し た 盛 大 な 祝 宴 、 メ デ ィ チ 宮 の 中

庭 で 上 演 さ れ た ア レ ッ サ ン ド ロ ・ ラ ン デ ィ の 5 つ の イ ン テ ル メ ッ ツ

ォ 付 き の コ メ デ ィ ア 《 イ ル ・ コ モ ー ド 》 の 上 演 で あ っ た 。 い く つ か の

凱 旋 門 の う ち の ひ と つ は 花 嫁 を 讃 え て プ ラ ー ト 門 に 建 て ら れ 、

頂 部 に は 「 豊 饒 」 の 擬 人 像 が 「 安 寧 」 と 「 永 遠 」 の 間 に 生 ま れ

た 5 人 の 子 供 と と も に 置 か れ た 。 サ ン ・ ロ レ ン ツ ォ 教 会 の 参 事
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【 図 5 】 コ シ モ ・ デ ィ ・ メ デ ィ チ と エ レ オ ノ ー ラ ・ デ ・ ト レ ド の フ ィ レ ン ツ ェ  

入 城 式 。 山 車 の 頂 上 の 「 ク ピ ド 」 も し く は 「 愛  A m o r 」 が 騎 乗

の ト ラ ン ペ ッ ト 奏 者 に 導 か れ て い る 。 カ ッ ソ ー ネ （ 長 樞 ・ 婚 礼 箪

笥 ） の 蓋 絵 、 1 4 7 5 年 頃 。 （ I n s t i t u t  d e  V r a n c e , M u s é e  

J a c q u e m a r t - A n d r é ,  P a r i s ）  

会 員 に し て マ エ ス ト ロ ・ デ ィ ・ カ ッ ペ ッ ラ （ 聖 歌 隊 長 ） で あ る 作 曲

家 の フ ラ ン チ ェ ス コ ・ コ ル テ ッ チ ャ の 指 揮 で 八 声 の マ ド リ ガ ー レ

〈 イ ン グ レ デ ー ヴ ェ I n g r e d e v e 〉 が 「 プ ラ ー ト 門 正 面 の 凱 旋 門

上 の 2 4 人 の 歌 手 に 歌 わ れ 、 4 つ の ト ロ ン ボ ー ン と 4 つ の コ ル ネ

ッ ト の 合 奏 に よ っ て 」 演 奏 さ れ 始 ま っ た 。 7 月 6 日 、 日 曜 の 午

後 、 結 婚 式 典 に 続 き 、 祝 宴 が 宮 殿 中 庭 で 催 さ れ た 。 フ ラ ン

チ ェ ス コ ・ コ ル テ ッ チ ャ を は じ め コ ス タ ン ツ ォ ・ フ ェ ス タ 、 ジ ョ ヴ ァ ン

ニ ・ マ ス コ ー ニ 、 ボ ッ チ ォ ・ モ ス キ ー ニ 、 マ ッ テ オ ・ ラ ム ポ リ ー ニ に よ

っ て こ の た め に 8 つ の マ ド リ ガ ー レ が 作 曲 さ れ た 。 ア レ ゴ リ カ ル な

凱 旋 門 あ る い は 劇 的 な 活 人 画 で あ り 、 ア ポ ロ ン が 9 人 の ミ ュ ー

ズ を コ シ モ の 婚 礼 に 招 き 、 そ こ に は ト ス カ ー ナ の 川 や 都 市 の 擬

人 像 も 加 わ っ た 。 彼 ら は み な レ オ ノ ー ラ を 讃 え 、 贈 物 を 与 え 、

コ ル テ ッ チ ャ の 指 揮 で 4 人 の 作 曲 家 に よ る 7 曲 の 4 か ら 5 声

の マ ド リ ガ ー レ が フ ィ レ ン ツ ェ 、 ア レ ッ ツ ォ 、 ヴ ォ ル テ ッ ラ 、 コ ル ト ー

ナ 、 テ ヴ ェ ー レ 、 ピ ー サ 、 ピ ス ト イ ア の ト ス カ ー ナ の 都 市 に 扮 し た

歌 手 に よ っ て 演 奏 さ れ た 。 ( [ B o w l e s  1 9 8 9 ] ,  p p . 2 3 - 2 6 )    
「 続 く 水 曜 日 [ 7 月 ] 9 日 、 第 一 の 中 庭 の ロ ッ ジ ア の 下 で 豪

華 な 宴 会 が あ っ た 。 高 位 高 官 が 各 [ 都 市 ] 国 家 か ら 参 集 し た 。

… [ 後 に ] 幸 福 な 花 嫁 と 花 婿 が 第 二 の 中 庭 に 入 っ て き た 。 …
手 に 手 に 松 明 を か か げ 弓 と 矢 を 持 っ た 数 多 く の ク ピ ド が 天 井
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か ら 吊 る さ れ て い た 。 … 着 座 し た 客 人 た ち が み な 舞 台 を 注 視

す る と 、 徐 々 に 東 側 か ら 舞 台 の 天 空 に 「 夜 明 け 」 [ の 擬 人 像 ]
が 現 わ れ た 。 彼 女 は 赤 い 花 柄 の ガ ウ ン の う え に 金 色 と 銀 色 の

織 り 込 ま れ た ケ ー プ を 羽 織 り 、 そ の 翼 は 白 と 朱 色 で 、 … [ マ ド リ

ガ ー レ 〈 V a t t e n e  a l m o  r i p o s o ,  e c c o  c h ’ i o  t o r n o 〉 を ] 歌 っ

た 。 彼 女 の 甘 美 な 歌 は 2 つ の レ ジ ス タ ー を 持 つ ク ラ ヴ ィ チ ェ ン

バ ロ 、 オ ル ガ ン 、 フ ル ー ト 、 ハ ー プ 、 ヴ ァ イ オ リ ン と 鳥 の 声 [ の 模

倣 ] で 伴 奏 さ れ た 。 [ 彼 女 の 背 後 に ] 「 太 陽 」 が 舞 台 上 の 天 空

を 徐 々 に 緩 や か に 昇 っ て い く 、 こ れ は 劇 の 幕 ご と の 一 日 の 時

間 を 知 ら せ て く れ 、 第 5 幕 の 終 わ り 近 く に 「 太 陽 」 が 沈 み , ほ ど

な く 「 夜 」 が 現 わ れ た 」 （ G i a m b u l l a r i 、 [ B o w l e s 1 9 8 9 ] p . 2 6 に

よ る ） 。   
か つ て の 入 城 式 で は 大 聖 堂 で の 祝 典 モ テ ト ゥ ス の 演 奏 が

演 出 の 華 で あ り 、 祝 祭 の 記 憶 を 後 世 に 伝 え る 役 割 も 負 っ て

い た が 、 こ の 時 代 に は 、 よ り 演 劇 的 で 大 規 模 な 音 楽 の 演 出

が 祝 祭 の 花 形 と な っ て い っ た 。 イ ン テ ル メ ー デ ィ オ （ イ ン テ ル メ ッ

ツ ォ ） で あ る 。 1 5 世 紀 末 フ ェ ッ ラ ー ラ の 宮 廷 で 、 古 代 ロ ー マ の

プ ラ ウ ト ゥ ス や テ レ ン テ ィ ウ ス 作 の コ メ デ ィ ア ( 劇 ） 上 演 が 始 ま っ

た 。 こ れ ら を 範 と し 、 コ メ デ ィ ア が 創 作 さ れ る よ う に な る と 、 そ の 幕

と 幕 の 間 に 音 楽 を 伴 う 劇 が 挿 入 さ れ る よ う に な っ た 。 歌 と 踊 り

と 奏 楽 を 伴 い 、 大 掛 か り な 舞 台 装 置 を も っ て 上 演 さ れ た こ の

イ ン テ ル メ ー デ ィ オ （ 幕 間 劇 ） は 、 ル ネ サ ン ス の 祝 祭 が 生 み 出 し

た 文 学 と 音 楽 と 演 劇 と 美 術 が 織 り 成 す 総 合 芸 術 の 精 緻 で

あ り 、 オ ペ ラ の さ き が け と な っ た 。  
こ れ ら の 祝 祭 劇 は メ デ ィ チ の 大 公 た ち の 婚 礼 に 受 け 継 が れ

て い く 。 コ シ モ の 子 フ ラ ン チ ェ ス コ と オ ー ス ト リ ア 王 女 ヨ ハ ン ナ と

の 婚 礼 祝 祭 は 1 5 6 5 年 1 2 月 1 6 日 か ら 1 5 6 6 年 2 月 2 6
日 と 2 ヵ 月 半 に も 及 ん だ 。 上 演 さ れ た フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ダ ン ブ ラ

作 の コ メ デ ィ ア 《 ラ ・ コ ン フ ァ ナ リ ア 》 は ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ バ ッ テ ィ ス タ ・

チ ー ニ の イ ン テ ル メ ー デ ィ オ が 付 き 、 音 楽 は ア レ ッ サ ン ド ロ ・ ス ト

リ ッ ジ ョ 、 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ コ ル テ ッ チ ア の 手 に な っ た 【 A p p e n d i x
Ⅰ - 4 】 。 三 代 目 の ト ス カ ー ナ 大 公 フ ェ ル デ イ ナ ン ド 1 世 は 、

1 5 8 8 年 4 月 3 0 日 か ら 5 月 1 5 日 に ク リ ス チ ー ヌ ・ ド ・ ロ レ ー ヌ

と の 婚 礼 祝 祭 を 催 し た 。 こ の 祝 宴 で は ジ ロ ラ モ ・ バ ル ガ ー リ 作

の イ ン テ ル メ ー デ ィ オ 《 ラ ・ ペ レ グ リ ー ナ （ 巡 礼 女 ） 》 が 上 演 さ れ

桐朋学園芸術短期大学紀要 Vol.2 170



ルネサンスの王権と祝祭本(上尾) 

て い る 【 A p p e n d i x Ⅰ - 5 】 。  
 
( c ) 祝 祭 ヨ ー ロ ッ パ  

メ デ ィ チ 家 の 祝 祭 は 1 6 0 0 年 の フ ラ ン ス 王 ア ン リ 4 世 と マ リ

ア ・ デ ・ メ デ ィ チ （ マ リ ー ・ ド ・ メ デ ィ シ ス ） の 結 婚 に よ っ て フ ラ ン ス

に 受 け 継 が れ て い く と い わ れ る 。 だ が そ れ に 先 立 つ こ と 7 0 年 前 、

ハ プ ス ブ ル ク 皇 帝 家 と イ タ リ ア を め ぐ る 戦 争 を 繰 り 広 げ て い た フ

ラ ン ス 王 家 に 、 メ デ ィ チ 家 の 戦 争 と 平 和 の 祝 祭 の 方 策 は 伝 わ

っ て い た 。  
後 の フ ラ ン ス 王 ア ン リ 2 世 に 嫁 い だ カ テ リ ー ナ ・ デ ィ ・ メ デ ィ チ

（ カ ト リ ー ヌ ・ ド ・ メ デ ィ シ ス ） （ 1 5 1 9 - 1 5 8 9 ） は 、 コ シ モ 1 世 と は 遠

縁 で あ り 、 幼 く し て 父 ウ ル ビ ー ノ 公 爵 ロ レ ン ツ ォ ・ デ ・ メ デ ィ チ

（ 1 4 9 2 - 1 5 1 9 ） を 亡 く し 、 1 5 3 3 年 に 教 皇 ク レ メ ン ス 7 世 と フ ラ ン

ス 王 フ ラ ン ソ ワ 1 世 の 間 で 次 男 ア ン リ と の 縁 談 が ま と ま っ た 。

1 5 4 7 年 に フ ラ ン ソ ワ 1 世 が 没 し 夫 ア ン リ が 即 位 し た が 1 5 5 9
年 ア ン リ 2 世 は ト ー ナ メ ン ト で 事 故 死 し て し ま う 。 そ の 後 フ ラ ン ソ

ワ 2 世 ・ シ ャ ル ル 9 世 ・ ア ン リ 3 世 の 摂 政 母 后 と し て 、 1 5 5 9
年  カ ト ー ・ カ ン ブ レ ジ 条 約 に よ る イ タ リ ア へ の 権 利 を 放 棄 、 カ

ト リ ッ ク と プ ロ テ ス タ ン ト の ユ グ ノ ー 戦 争 と い っ た 困 難 に 直 面 し 、

1 5 7 2 年 の バ ー ソ ロ ミ ュ ー の 虐 殺 、 ア ン リ 4 世 の 即 位 に 至 る ま

で の 政 治 の 黒 幕 と な る 。 ア ン リ 2 世 の 死 後 、 カ ト リ ー ヌ は イ タ リ

ア 風 祝 祭 の 導 入 を 行 い 、 イ タ リ ア 人 の 画 家 、 建 築 家 、 音 楽

家 を の 登 用 し 、 初 期 に は 祝 祭 本 も イ タ リ ア 語 で 刊 行 さ れ て い

る 。 こ の 間 の フ ラ ン ス 王 家 の 祝 祭 は 、 ル イ 1 4 世 の ヴ ェ ル サ イ ユ

に つ な が る も の で も あ り 、 祝 祭 に よ る 劇 的 政 治 の 違 う 展 開 を

見 せ る の で あ る が 稿 を 改 め た い 。  
1 5 5 6 年 皇 帝 カ ー ル 5 世 が 退 位 す る 。 そ の ほ ぼ 1 0 0 年 前

1 4 5 3 年 の オ ス マ ン ・ ト ル コ に よ る コ ン ス タ ン チ ノ ー プ ル の 陥 落 は 、

多 く の 光 と 闇 を 東 方 か ら も た ら せ た 。 軍 事 革 命 の 要 と な っ た

統 率 に 働 く オ ス マ ン 軍 楽 隊 の 威 容 は 、  実 際 に は 催 さ れ な か

っ た 祝 祭 行 列 を 描 か せ た 皇 帝 マ ク シ ミ リ ア ン 1 世 に と っ て は 理

想 の 軍 楽 隊 と し て ( 【 図 6 】 ) 、 王 侯 に は 武 威 の 姿 と し て 胸 に

刻 ま れ 、 そ れ を 現 実 化 し た の が 皇 帝 カ ー ル 5 世 の 入 城 式 と

巡 幸 で あ っ た 。 ま た 、 示 威 機 能 を 祝 祭 に 展 開 さ せ た メ デ ィ チ

家 の 婚 礼 祝 祭 は 、 劇 場 的 政 治 シ ス テ ム と 呼 ば れ る も の を 確  
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【 図 6 】 神 聖 ロ ー マ 帝 国 皇 帝 マ ク シ ミ リ ア ン １ 世 の 自 伝 的 凱 旋 行 進

「 T r i u m p h z u g 」 よ り ブ ル ゴ ー ニ ュ の 軍 楽 隊 、 1 5 0 8 - 1 5 1 9 年 頃

制 作 （ T h e  M i r i a m  a n d  I r a  D . W a l l a c h  D i v i s i o n  o f  

A r t , P r i n t s  a n d  P h o t o g r a p h s ,  T h e  N e w  Y o r k  P u b l i c  

L i b r a r y ,  A s t o r , L e n o x  a n d  T i l d e n  F o u n d a t i o n s ）  

立 し た 。 王 は 王 を 演 じ 、 権 力 は 眼 前 に 祝 祭 と い う 形 で 具 現

化 す る の で あ る 。 こ れ は 古 代 ギ リ シ ア や ロ ー マ の 劇 的 祭 祀 政

治 の 復 興 で あ っ た が 、 ル ネ サ ン ス 末 期 か ら バ ロ ッ ク の 表 現 芸

術 の 発 展 を 促 す こ と に も な っ た 。 王 権 が 音 楽 を は じ め 芸 術 を

総 動 員 し て 祝 祭 に 求 め た も の は 、 王 は ロ ー マ そ し て 神 に つ な

が る 皇 帝 に 比 さ れ 教 皇 権 を は じ め と す る キ リ ス ト 教 権 威 も ま た

芸 術 も 王 に 仕 え る こ と の 「 今 」 と そ し て 「 永 遠 の 」 認 知 な の で あ

る 。  
祝 祭 は 戦 争 を 回 避 す る 知 恵 で あ っ た の か 、 新 た に よ り 大 規

模 な 戦 争 を 引 き 起 こ す 為 の 打 上 げ 花 火 で あ っ た の か 。 い ず れ

に し て も 、 フ ァ ン フ ァ ー レ は 響 き 軍 楽 は こ だ ま し 、 祝 典 ミ サ や 宮

廷 で の 舞 踏 に 音 楽 は 欠 か せ な い 演 出 と な り 、 音 楽 劇 は 誕 生

す る 。 フ ラ ン ス 革 命 に よ る 身 分 制 社 会 崩 壊 以 後 も こ の 風 景

は 何 も 変 ら な い 。 戦 争 が あ る 限 り 。  
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B i b l i o g r a p h y ：  

 
M u r a t o r i ,  L u d o v i c o  A n t o n i o ,  D e  S p e c t a c u l i s  e t  L u d i  P u b l i c i s .  

M e d i i  A e v i .  D i s s e r t a t i o  X X I X ,  i n  A n t i q u i t a t e s  I t a l i c a e  

M e d i i  A e v i i ,  M i l a n o :  M e d i o l a n i  1 7 3 8 - 1 7 4 2 ,  6  v o l s . ;  

r i s t . a n . a  c u r a  e  c o n  i n t r o d u z i o n e  d i  A n t o n i o  

V i s c a r d i , M o d e n a : A e d e s  M u r a t o r i a n a  1 9 6 2 ;  B o l o g n a  1 9 7 5 :  

v . I I ,  M i l a n o :  S o c i e t a t i s  P a l a t i n a e ,  1 7 3 9 ,  c o l l . 8 3 1 - 8 6 4 .  

J a c q u o t ,  J e a n ,  L e s  F ê t e s  d e  l a  R e n a i s s a n c e .  E t u d e s  r é u n i e s  e t  

p r é s e n t é e s  p a r  J e a n  J a c q u o t ,  P a r i s :  C N R S ,  1 9 5 6 , 1 9 6 0 , 1 9 7 5 ,  

3  v o l l .  

S p e t t a c o l i  c o n v i v i a l i  d a l l ' a n t i c h i t à  c l a s s i c a  a l l e  c o r t i  d e l ' 4 0 0 .  

A t t i  d e l  V I I  C o n v e g n o  d i  S t u d i o ,  V i t e r b o ,  2 7 - 3 0  M a g g i o  

1 9 8 2 .  C e n t r o  d i  S t u d i  s u l  t e a t r o  m e d i o e v a l e  e  

R i n a s c i m e n t a l e ,  A m m i n i s t r a z i o n e  p r o v i n c i a l e  d i  V i t e r b o ,  

V i t e r b o  1 9 8 3 .  

S t r o n g ,  R o y ,  A r t  a n d  P o w e r .  R e n a i s s a n c e  F e s t i v a l s  1 4 5 0 - 1 6 5 0 ,  

S u f f o l k :  B o y d e l l , 1 9 8 4  [ ロ イ ・ ス ト ロ ン グ 、 星 和 彦 訳 『 ル ネ サ ン ス の

祝 祭  － 王 権 と 芸 術 』 （ 2 巻 ） 東 京 ： 平 凡 社 1 9 8 7 ]  

B o w l e s ,  E . A . ,  L a  p r a t i q u e  m u s i c a l e  a u  M o y e n  A g e /  M u s i c a l  

P e r f o r m a n c e  i n  t h e  l a t e  M i d d l e  A g e s :  M u s i c a l  

I c o n o g r a p h y ,  P a r i s :  E d i t i o n s  M i n k o f f  &  L a t t è s ,  1 9 8 3  

B o w l e s ,  E . A . ,  M u s i c a l  E n s e m b l e s  i n  F e s t i v a l  B o o k s  

1 5 0 0 - 1 8 0 0 :  A n  I c o n o g r a p h i c a l  a n d  D o c u m e n t a r y  S u r v e y .  

M i c h i g a n :  U M I  R e s e a r c h  P r e s s ,  1 9 8 9 .  

E l l e n i u s ,  A l l a i n ( e d . ) ,  I c o n o g r a p h y ,  P r o p a g a n d a ,  a n d  

L e g i t i m a t i o n .  ( T h e  O r i g i n s  o f  t h e  M o d e r n  S t a t e  i n  E u r o p e ,  

1 3 t h  t o  1 8 t h  C e n t u r i e s ,  T h e m e  G ) ,  O x f o r d :  C l a r e n d o n  

P r e s s /  N e w  Y o r k :  O x f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  1 9 9 8 .   

F r i e d m a n ,  J o h n  B . ,  &  W e g m a n n ,  J e s s i c a  M . ,  M e d i e v a l  

I c o n o g r a p h y :  A  R e s e a r c h  G u i d e .  < G a r l a n d  M e d i e v a l  

B i b l i o g r a p h i e s , 2 0 :  G a r l a n d  R e f e r e n c e  K i b r a r y  o f  t h e  

H u m a n i t i e s ,  1 8 7 0 > ,  N e w  Y o r k / L o n d o n :  G a r l a n d ,  1 9 9 8 .  

B è h a r ,  P i e r r e  &  H e l e n  W a t a n a b e - O ' K e l l y ,  S p e c t a c v l v m  

e u r o p æ v m .  T h e a t r e  a n d  S p e c t a c l e  i n  E u r o p e /  H i s t o i r e  d u  

s p e c t a c l e  e n  E u r o p e  ( 1 5 8 0 - 1 7 5 0 ) ,  〈 W o l f e n b ü t t e l e r  A r b e i t e n  

z u r  B a r o c k f o r s c h u n g ,  B d . 3 1 〉 ,  W i e s b a d e n :  H a r r a s s o w i t z  
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V e r l a g ,  1 9 9 9 .   

B o w l e s ,  E d m u n d  A . ,  “ M u s i c  i n  c o u r t  f e s t i v a l s  o f  s t a t e : f e s t i v a l  

b o o k s  a s  s o u r c e s  f o r  p e r f o r m a n c e  p r a c t i c e s , "  E a r l y  M u s i c ,  

X X V I I I / 3  ( 2 0 0 0 ) ,  p p . 4 2 1 - 4 4 3 .  

W a t a n a b e - O ' K e l l y ,  H e l e n  &  S i m o n ,  A n n e ,  F e s t i v a l s  a n d  

C e r e m o n i e s :  A  B i b l i o g r a p h y  o f  W o r k s  r e l a t i n g  t o  C o u r t ,  

C i v i c  a n d  R e l i g i o u s  F e s t i v a l s  i n  E u r o p e ,  1 5 0 0 - 1 8 0 0 ,  

L o n d o n / N e w  Y o r k :  M a n s e l l ,  2 0 0 0 .  [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  

S i m o n ]  

T y d e m a n ,  W i l l i a m  ( e d . ) ,  T h e  M e d i e v a l  E u r o p e a n  S t a g e ,  

5 0 0 - 1 5 5 0 .  〈 T h e a t r e  i n  E u r o p e :  a  d o c u m e n t a r y  h i s t o r y 〉 ,  

C a m b r i d g e :  C a m b r i d g e  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  2 0 0 1   

J .  R .  M u l r y n e ,  &  E l i z a b e t h  G o l d r i n g  ( e d s . ) ,  C o u r t  F e s t i v a l s  

o f  t h e  E u r o p e a n  R e n a i s s a n c e :  A r t ,  P o l i t i c s  a n d  

P e r f o r m a n c e  ( E a r l y  M o d e r n  H i s t o r y  S . ) ,  A l d e r s h o t :  A s h g a t e ,  

2 0 0 2  

J .  R .  M u l r y n e ,  H e l e n  W a t a n a b e - O ’ K e l l y  &  M a r g a r e t  S h e w r i n g  

( e d s ) ,  E u r o p a  T r i u m p h a n s :  C o u r t  a n d  C i v i c  F e s t i v a l s  i n  

E a r l y  M o d e r n  E u r o p e ,  2  v o l s . ,  A s s o c i a t e  G e n e r a l  E d i t o r s  

E l i z a b e t h  G o l d r i n g  a n d  S a r a h  K n i g h t ,  A l d e r s h o t  a n d  

B u r l i n g t o n  V T :  A s h g a t e ,  2 0 0 4  

M u i r ,  E d w a r d ,  R i t u a l  i n  E a r l y  M o d e r n  E u r o p e  ( N e w  

A p p r o a c h e s  t o  E u r o p e a n  H i s t o r y ) .  C a m b r i d g e  e t  a l . :  

C a m b r i d g e  U n i v e r s i t y  P r e s s ,  2 n d  e d .  2 0 0 5  
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A p p e n d i x  I  【 祝 祭 本 リ ス ト 】  

[ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] ＝ W a t a n a b e - O ' K e l l y ,  H e l e n  &  

S i m o n ,  A n n e ,  F e s t i v a l s  a n d  C e r e m o n i e s :  A  B i b l i o g r a p h y  o f  

W o r k s  r e l a t i n g  t o  C o u r t ,  C i v i c  a n d  R e l i g i o u s  F e s t i v a l s  i n  

E u r o p e ,  1 5 0 0 - 1 8 0 0 ,  L o n d o n / N e w  Y o r k :  M a n s e l l ,  2 0 0 0 .  

 

1 ： 王 太 子 カ ー ル の 入 城 式  

D u p u y s ,  R e m y ,  L a  t r i u m p h a n t e  e t  s e l e m n e l l e  e n t r é e  f a i c t e  s u r  

l e  n o u u e l  e t  i o y e u x  a d u e n e m e n t  d e  t r e s h a u l t ,  t r e s p u i s s a n t  

e t  t r e s e x c e l l e n t  p r i n c e  M o n s i e u r  C h a r l e s  p r i n c e  d e s  

H e s p a i g n e  A r c h i d u c  d a u s t r i c e  d u c  d e  b o u r g o n g n e  C o m t e  d e  

F l a n d r e s .  & c . e n  s a  v i l l e  d e  B r u g e s  l a n  m i l . v . c e n s .  & . x v .  l e  

x v i i i e  i o u r  d a p u r i l  a p r è s  P a s q u e s … ,  P a r i s :  G i l l e s  d e  

G o u r m o n t ;  1 5 1 5 ;  2 º .  レ ミ ・ デ ュ ピ ュ イ 『 ス ペ イ ン 王 子 、 オ ー ス ト リ ア 大

公 、 ブ ル ゴ ー ニ ュ 公 、 フ ラ ン ド ル 伯 に し て い と も 気 高 く 偉 大 な る シ ャ ル ル

王 太 子 殿 下 の 新 た な る 喜 ば し き 到 着 の た め に 執 り 行 わ れ た る 凱 旋 と

荘 厳 な る 入 市 式 。 1 5 1 5 年 復 活 祭 前 の 4 月 1 8 日 ブ リ ュ ー ジ ュ 市 に

て 』 パ リ ： ジ ル ・ ド ・ ゴ ー モ ン 刊 、 1 5 1 5 年 、 二 折 版 、 3 3 の 木 版 画 。  

C f . [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 2 7 0 0  

1 5 1 9 年 ア ー ヘ ン で の 戴 冠 式 ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 ,  2 ,   

3 ,  4 ,  5  

1 5 2 6 年 マ ド リ ッ ド の 和 約 と ポ ル ト ガ ル 王 女 イ ザ ベ ラ と 結 婚 を 祝 う  

セ ヴ ィ リ ヤ 入 城 式 [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 5 7 1 ； 2 3 2 1 ；

2 3 2 2 ）  
 
2 ： 皇 帝 カ ー ル の 戴 冠 式  

R o m i s c h e r  K a y s e r l i c h e r  M a y e s t e t  E i n r e y t t e n  g e n  B o n o n i a /  

a u c h  w i e  s i c h  B ä p s t l i c h e  H a y l i g k a i t  g e g e n  s e i n e r  

K a y s e r l i c h e n  M a y e s t a t e n  g e h a l t e n  h a b e .  [ A u g s b u r g :  

H e i n r i c h  S t e i n e r ] ;  1 5 2 9 ;  4 º ;  7  p p .  『 教 皇 猊 下 が そ の 皇 帝 の 威

厳 を 掲 げ て の 、 ロ ー マ 皇 帝 陛 下 の ボ ロ ー ニ ャ 市 へ の 騎 馬 行 列 （ 入 市

式 ） 』 [ ア ウ グ ス ブ ル ク ： ハ イ ン リ ヒ ・ シ ュ タ イ ナ ー 刊 ] 、 1 5 2 9 年 、 四 折 版 、 7

ペ ー ジ 、 1 木 版 画 。  
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D e r  D u r c h l e u c h t i g s t e n  G r o s m e c h i t i g i s t e n  R ö m i s c h e n  

K a y s e r l i c h e n  M a y e s t a t  v a s t  k ö s t l i c h s  e i n  r e y t e n  S o  

g e s c h e h e n  i s t  z u o  B o n o n i a  a m  v i e r t e n  t a g  d e s  m o n a t s  

N o u e m b r i s  A u c h  w i e  h e r z l i c h  g e m e l t e  K a y .  M a y .  V o n  

B e b s t l i c h e r  h e y l i g k e i t /  s e i n e n  C a r d i n e l e n  v n d  o f f i c i e r n  

d a s e l b s t  e m p f a n g e n  w o r d e n /  m i t  w a s  v o l c k  v n n d  g e t z i r d e n  

a u c h  d i e  s e l b  K . M .  v b e r  m e e r  k o m e n  i s t .  I m  M . D . x x j x  J a r .  

R e g e n s b u r g :  P a u l u s  K o h l ;  1 5 2 9 ;  4 º  『 至 尊 に し て 偉 大 な る 皇 帝

陛 下 の い と も 豪 華 に 騎 馬 行 列 さ れ し 。 ボ ロ ー ニ ャ 市 に て １ １ 月 ４ 日 に 催

さ れ し 。 着 飾 っ た 者 た ち と と も に 皇 帝 陛 下 自 ら は 海 を 越 え て 到 着 さ れ 、

教 皇 猊 下 、 枢 機 卿 が た 、 そ の 諸 官 ら に よ っ て 到 着 し た 皇 帝 陛 下 は 盛

大 な る 歓 待 を 受 け し 。 1 5 2 9 年 』 レ ー ゲ ン ス ブ ル ク ： パ ウ ル ス ・ コ ー ル 刊 、

1 5 2 9 年 、 4 折 版 ： 木 版 画 は カ ー ル 5 世 と 弟 フ ェ ル デ ィ ナ ン ト

( 1 5 0 3 - 1 5 6 4 ) の 戴 冠 式 図 。  

H o g e n b e r g ,  N i c o l a u s ,  G r a t a e  e t  l a b o r i b u s  a e q u a e  P o s t e r i t a t i .  

C a e s a r e a s  S a n c t i q u e  p a t r i s  l o n g o  o r d i n e  t u r m a s  A s p i c e ,  e t  

a r t i f i c e m  t e r  v e r n e r a r e  m a n u m ,  T r a d e r e  q u a e  p o t u i t  r i g i d o  

m e n s u r a  v i r u m  P i c t o r  H o g e n b e r g u s  q u o d  p e r  t u a  s a e c u l a  

c e r n a s  H o c  t i b i ,  p o s t e r i t a s  v i v i d e ,  f e c i t  o p u s .  T h e  H a g u e :  

H e n r i c u s  H o n d i u s ;  n . d . ;  2 º  ニ コ ラ ウ ス ・ ホ ー ゲ ン ベ ル ク 『 恩 恵 と ま た

苦 難 の 後 の 世 の 人 々 。 皇 帝 と 教 皇 の 長 く 整 然 た る 隊 列 の 景 観 、 芸

術 家 の 手 は 三 度 の 春 を 経 て 、 偉 大 で 高 潔 な る 人 物 画 家 ホ ー ゲ ン ベ

ル ク の 名 を 硬 き 金 属 の 版 に 刻 み 伝 え る こ と が で き た 。 こ れ こ そ 数 百 年 も 、

後 の 世 も 生 き 続 け る べ く 作 ら れ し 作 品 な り 』 デ ン ・ ハ ー グ ： ヘ ン リ ク ス ・ ホ ン

デ ィ ウ ス 刊 、 刊 年 不 詳 、 二 つ 折 版 。 ： ニ コ ラ ウ ス ・ ホ ー ゲ ン ベ ル ク に よ る

長 さ 3 4 フ ィ ー ト 幅 １ ８ イ ン チ 1 / 4 の 巻 紙 に 4 0 の 版 画 。 ヨ ア ネ ス ・ セ ク ン

ド ゥ ス の ひ と つ は 〈 D i v o  e t  i n v i c t o  I m p e r a t o r i  C a r l o  V …  神 々 し く

も 不 屈 な る 皇 帝 カ ル ロ ス 5 世 に 〉 で 始 ま る 2 つ の 詩 の 付 さ れ た 図 版 か ら

な る 。  

E y n r e i t u n g  K e i s e r l i c h e r  M a i e s t a t  a u f f  d i e  K r ö n u n g  g e n  

B o n o n i a .  N . p . ;  1 5 2 9 ;  4 º  『 ボ ロ ー ニ ャ で の 戴 冠 式 の た め の 皇 帝 陛

下 の 騎 馬 行 列 』 制 作 地 不 詳 、 1 5 2 9 年 、 四 折 版 。  

P r i m a  e  s e c o n d a  C o r o n a t i o n e  d i  C a r l o  Q u i n t o  s a c r a t i s s i m o  

I m p e r a t o r e  R e  d e  R o m a n i ,  F a t t a  i n  B o l o g n a .  B o l o g n a :  

G i o v a n b a t t i s t a  d i  P h a e l l i ;  1 5 3 0 ;  4 º  『 神 聖 な る 皇 帝 に し て ロ ー
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マ 王 カ ル ロ 5 世 の 第 一 と 第 二 の 戴 冠 式 、 ボ ロ ー ニ ャ に て 挙 行 』 ボ ロ ー

ニ ャ ： ジ ョ ヴ ァ ン バ ッ テ ィ ス タ ・ デ ・ フ ァ エ ッ リ 刊 、 1 5 3 0 年 、 四 折 版 。  

K e y s e r l i c h r  M a i e s t a t  b e y d e  K r ö n u n g /  d e r e n  d i e  E r s t e  a m  x x i j .  

M i t  e y n e r  E y s z e n e n /  D i e  a n d e r  a m  x x i i i j .  F e b r u a r i j  m i t  

e i n e r  g u l d e n  k r o n  z u  B o n o n i a .  J m  M . D . X X X  J a r  g e s c h e h e n  

s e i n .  N . p . ;  n . d . ;  4 º  『 皇 帝 陛 下 の 二 つ の 戴 冠 式 、 最 初 は ２ ２ 日 の

鉄 の 王 冠 、 も う ひ と つ は ２ 月 ２ ９ 日 の 黄 金 の 帝 冠 、 ボ ロ ー ニ ャ に て 、 １ ５ ３

０ 年 に 挙 行 』 制 作 地 制 作 年 不 詳 。  

G i o r d a n i ,  G a e t a n i  ( e d . ) ,  D e l l a  v e n u t a  e  d i m o r a  i n  B o l o n g a  d e l  

s o m m o  p o n t e f i c e  C l e m e n t e  V I I  p e r  l a  c o r o n a z i o n e  d i  C a r l o  

V .  I m p e r a t o r e  c e l e b r a t a  l ’ a n n o  M D X X X ,  c r o n a c a  c o n  n o t e  

d o c u m e n t i  e d  i n c i s i o n i … .  B o l o g n a :  G o v e r n a t i v i  a l l a  V o l p e ;  

1 8 4 2 ;  8 º ;  x x x + 1 8 4 p p + 1 7 6 p p + 1 9 9 p p ジ ョ ル ダ ー ニ 編 『 1 5 3 0 年 に 祝

わ れ た 皇 帝 カ ル 5 ５ 世 の 戴 冠 式 の た め の 教 皇 ク レ メ ン テ ７ 世 の 到 着 と

滞 在 に つ い て 。 版 画 と 資 料 つ き 年 代 記 』 ボ ロ ー ニ ャ 、 1 8 4 2 年 ： 1 2 の

挿 図 。  

H i e n a c h  v o l g t  K a i s e r l i c h  M a i e s t e t  K r ö n u n g .  G e s c h e h e n  i n n  

B o n o n i a .  A u f f  d e n  v i e r  v n d  z w a i n t z i g i s t e n n  t a g  F e b r u a r i j .  

A n  S a n c t  M a t h i s  t a g .  N . p . ;  1 5 3 0 ;  4 º ;  A j v - [ A i i i j r ] 、 『 こ こ に 続

く 皇 帝 陛 下 の 戴 冠 式 。 聖 マ テ ィ ア ス の 祝 日 2 月 2 4 日 に 、 ボ ロ ー ニ ャ

に て 挙 行 』 制 作 地 不 詳 、 1 5 3 0 年 、 4 つ 折 版 1 木 版 画 。  

L a  M a g n i f i q u e  e t  s o l e n n e l l e  e n t r é e  e t  e n t r e v u e  d e  l ' e m p e r e u r  

C h a r l e s  V  e t  d u  p a p e  C l é m e n t  V I I 、  A n t w e r p , 1 5 3 0  『 皇 帝 シ ャ

ル ル ５ 世 と 教 皇 ク レ マ ン ７ 世 の 偉 大 に し て 荘 厳 な る 入 市 式 と 会 見 』 。  

R o m i s c h e r  K a y s e r l i c h e r  M a y e s t e t  E i n r e y t t e n  g e n  B o n o n i a /  

a u c h  w i e  s i c h  B ä p s t l i c h e  H a y l i g k a i t  g e g e n  s e i n e r  

K a y s e r l i c h e n  M a y e s t a t e n  g e h a l t e n  h a b e .  [ A u g s b u r g :  

H e i n r i c h  S t e i n e r ] ;  1 5 2 9 ;  4 º ;  7  p p .  『 教 皇 猊 下 が そ の 皇 帝 の 威

厳 を 掲 げ て の 、 ロ ー マ 皇 帝 陛 下 の ボ ロ ー ニ ャ 市 へ の 騎 馬 行 列 （ 入 市

式 ） 』 [ ア ウ グ ス ブ ル ク ： ハ イ ン リ ヒ ・ シ ュ タ イ ナ ー 刊 ] 、 1 5 2 9 年 、 四 折 版 、 7

ペ ー ジ 、 1 木 版 画 。  

G o e t g h e b u e r ,  P . J . ,  S u r  l ’ e n t r é e  d e  l ’ e m p e r e u r  C h a r l e s - Q u i n t  à  

B o l o g n e ,  e n  1 5 2 9 .  R é p o n s e  a  l a  6 4 m e  q u e s t i o n  p r o p o s é e  

p a r  l e  m e s s a g e r  d e s  s c i e n c e s .  G h e n t :  L .  H b b e l y n c k ;  1 8 5 5 ;  

8 ° ;  1 1 p p  フ ー ツ ゲ ー バ ー 『 皇 帝 シ ャ ル ル 5 世 の ボ ロ ー ニ ャ へ の 1 5 2 9
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年 の 入 市 式 に つ い て 』 1 8 5 5 年 。  

A g r i p p a ,  H e n r i c u s  C o r n e l i u s ,  D e  d u p l i c i  c o r o n a t i o n e  C a r o l i   

V  …  a n n o  1 5 3 0 .  I n . S . S c h a r d i u s ,  H i s t o r i c u m  o p u s  ( 1 5 7 4 ;  

2 º ;  2  v o l s . )  ヘ ン リ ク ス ・ コ ル ネ リ ウ ス ・ ア グ リ ッ パ 『 1 5 3 0 年 の カ ル ロ ス 5

世 の 二 重 戴 冠 式 に つ い て 』 、 Ｓ ． シ ャ ル デ ィ ウ ス 『 歴 史 』 （ 1 5 7 4 年 所

収 ） 、 ア グ リ ッ パ の 『 カ ル ロ ス 5 世 … 戴 冠 の 歴 史 』 C a r o l i  Q v i n t i …  

C o r o n a t i o n i s  H i s t o r i a  ( A n t w e r p  1 5 3 0 ) の 後 期 の 版 。 カ ー ル は 異

な る 二 日 に わ た っ て 、 ロ ン バ ル デ ィ ア 王 の 鉄 の 王 冠 と 神 聖 ロ ー マ 皇 帝 の

黄 金 の 帝 冠 を 戴 冠 し た 。  

P r i m a  e  s e c o n d a  C o r o n a t i o n e  d i  C a r l o  Q u i n t o  s a c r a t i s s i m o  

I m p e r a t o r e  R e  d e  R o m a n i ,  F a t t a  i n  B o l o g n a .  B o l o g n a :  

G i o v a n b a t t i s t a  d i  P h a e l l i ;  1 5 3 0 ;  4 º  『 神 聖 な る 皇 帝 に し て ロ ー

マ 王 カ ル ロ ５ 世 の 第 一 と 第 二 の 戴 冠 式 、 ボ ロ ー ニ ャ に て 挙 行 』 ボ ロ ー ニ

ャ ： ジ ョ ヴ ァ ン バ ッ テ ィ ス タ ・ デ ・ フ ァ エ ッ リ 刊 、 1 5 3 0 年 、 四 折 版 。  

K e y s e r l i c h r  M a i e s t a t  b e y d e  K r ö n u n g /  d e r e n  d i e  E r s t e  a m  x x i j .  

M i t  e y n e r  E y s z e n e n /  D i e  a n d e r  a m  x x i i i j .  F e b r u a r i j  m i t  

e i n e r  g u l d e n  k r o n  z u  B o n o n i a .  J m  M . D . X X X  J a r  g e s c h e h e n  

s e i n .  N . p . ;  n . d . ;  4 º  『 皇 帝 陛 下 の 二 つ の 戴 冠 式 、 最 初 は ２ ２ 日 の

鉄 の 王 冠 、 も う ひ と つ は ２ 月 ２ ９ 日 の 黄 金 の 帝 冠 、 ボ ロ ー ニ ャ に て 、 １ ５ ３

０ 年 に 挙 行 』 制 作 地 制 作 年 不 詳 。  

R u s c o n i ,  C a r l o ,  L ’ I n c o r o n a z i o n e  d i  C a r l o  V  a  B o l o g n a  …  T e r z a  

e d i z i o n e  r i v e d u t a ,  c o r r e t t a  e d  a m p l i a t a  d a l l ’ A u t o r e .  

F l o r e n c e :  G . F a z i o l a  e  c o m p . ;  1 8 6 6 ;  1 6 º ;  5 0 4 p p .  ル ス コ ー ニ 『 ボ

ロ ー ニ ャ で の カ ル ロ 5 世 の 戴 冠 式 』 著 者 に よ る 増 補 改 訂 第 3 版 、 フ ィ

レ ン ツ ェ 、 1 8 6 6 年 。  

B o n c o m p a g n i ,  U g o ;  G i o r d a n i ,  G a e t a n o  ( e d . ) ,  L e t t e r a  i n e d i t a  

d e l  B o l o g n e s e  U g o  B u o n c o m p a g n i  p o s c i a  c o n  n o m e  

i m m o r t a l e  G r e g o r i o  X I I I  S o m m o  P o n t e f i c e  R o m a n o  n e l a  

q u a l e  s i  d e s c r i v e  l a  i n c o r n a z i o n e  d i  C a r l o  V .  I m p e r a t o r e  

s e g u i t a  i l  2 4  F e b b r a i o  1 5 3 0  i n  B o l o g n a .  B o l o g n a :  

G o v e r n a t i v i  a l l a  V o l p e ;  1 8 4 1 ;  8 º ;  2 4 p p .  ウ ー ゴ ・ ブ ォ ン コ ン パ ー

ニ 、 ジ ョ ル ダ ー ニ 編 『 ボ ロ ー ニ ャ 人 ウ ー ゴ ・ ブ ォ ン コ ン パ ー ニ 、 後 の 不 朽 の

ロ ー マ 教 皇 グ レ ゴ リ オ 1 3 世 の 、 1 5 3 0 年 2 月 2 4 か ら 続 く 皇 帝 カ ル ロ 5

世 の 戴 冠 式 の 叙 述 を 含 む 未 刊 書 簡 』 ボ ロ ー ニ ャ 、 1 8 4 1 年 。  
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R i c c i ,  A g o s t i n o ,  C o m e d i a …  i n t i t t o l a t a  I  T r e  T i r a n n i ,  R e c i t a t a  

i n  B o l o g n a  a  N . S i g n o r e ,  e t  a  C e s a r e ,  I l  G i o r n o  d e  l a  

C o m m e m o r a t i o n e  d e  l a  C o r o n a  d i  s u  M a e s t à .  V e n i c e ;  1 5 3 3 ;  

4 º  ア ゴ ス テ ィ ー ノ ・ リ ッ チ 『 三 人 の 暴 君 と 題 す る コ メ デ ィ ア （ 喜 劇 ） 、 ボ ロ

ー ニ ャ に て シ ニ ョ ー レ お よ び 皇 帝 の 臨 席 の も と 、 皇 帝 陛 下 の 戴 冠 の 記

念 日 に 上 演 』 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 、 1 5 3 3 年 刊 、 4 つ 折 版 、 序 文 、 登 場 人 物

一 覧 、 要 旨 含 む 。  

C f ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 6 9 3 - 6 9 7 ( 入 城 式 ) ； ６ 9 8 - 7 0 0 ,  

7 0 2 - 7 0 4  ( 戴 冠 式 ) ； 7 0 5 ( 祝 祭 劇 )  

 

戴 冠 式 後 の 巡 幸 ：  

南 ド イ ツ [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 6  ( 1 5 3 0 年 イ ン ス ブ ル ッ ク 入 城

式 ) ；  7  ( 1 5 3 0 年 ア ウ ク ス ブ ル ク 入 城 式 ) ；  8  ( 1 5 3 1 年 ニ ュ ル ン ベ ル ク

入 城 式 ) イ タ リ ア [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 5 5 5 - 5 5 6  ( 1 5 3 5 年

1 0 月 2 1 日 メ ッ シ ー ナ 入 城 式 、 1 1 月 2 5 日 ナ ポ リ 入 城 式 )  ；

1 3 5 6 - 1 3 5 7  ( 1 5 3 6 : 年  シ エ ナ 入 城 式 、 ロ ー マ 入 城 式 、 フ ィ レ ン ツ ェ 入

城 式 ) ； 1 5 5 8  ( 1 5 3 6 年 シ エ ナ 入 城 式 ： こ こ で は ス ト ル デ ィ ト ( 偽 ア レ ッ サ

ン ド ロ ・ ピ ッ コ ロ ミ ー ニ ) S . S t o r d i t o ( A l e s s a n d r o  P i c c o l o m i n i ) の 劇

《 コ ス タ ン ツ ェ の 恋  L ’ a m o u r  C o s t a n t e 》 が 上 演 さ れ ト ー ナ メ ン ト が 催 さ

れ た ；  4 4 2 ( 1 5 3 6 年 ル ッ カ 入 城 式 ： ル ッ カ 共 和 国 の 行 政 官 の 選 出 の

儀 礼 「 タ ー シ ュ （ 袋 ） 」 （ 投 票 用 紙 を 集 め る 袋 や 鞄 に 由 来 ） 開 催 ) ；  

7 8 1 ,  7 8 2 ,  7 8 3 ( 標 題 に 木 版 画 ) ,  7 8 4 ,  7 8 5  ( 1 5 3 6 年 ロ ー マ 入 城

式 ) 。  

3 ： コ シ モ ・ デ ィ ・ メ デ ィ チ の 婚 礼 祝 祭  

入 城 式 ：  

M a ,  G e ,  L a  s o l e n n e  e t  t r i o m p h a n t e  e n t r a t a  D e l l a  I l l u s t r i s s i m a  

S . D u c h e s s a  d i  F i r e n z e ,  d a p o i  l a  p a r t i t e  s u a  d i  N a p o l i ,  i n  

L i u o r n o ,  P i s a ,  E m p o l i ,  P o g g i o  &  F i r e n z e ,  c o n  l i  s u p e r b i  

a p p a r a t i  &  A r c h i  T r i o n p h a l i  c o n  t u t t e  l e  H i s t o r i e ,  p i t t u r e  

&  m o t t i  c h e  i n  e s s i  e r a n o ,  c o n  l o r d i n e  d e l l e  s u n t u o s e  &  

s p l e n d i d e  N o z e  &  C o n u i t i  &  a l t e r  A l l e g r e z z e  &  f e s t e  f a t t e  

i n  l a  c i t t a  d i  F i r e n z e  i n  l a  e n t r a t a  d i  s u a  E c c e l l e n t i a .  

N . p . ;  1 5 3 9 ;  4 ° 『 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 公 爵 夫 人 の 荘 厳 な る 凱 旋 入

市 式 、 ナ ポ リ の 出 立 か ら リ ヴ ォ ル ノ 、 ピ サ 、 エ ン ポ リ 、 ポ ッ ジ オ 、 フ ィ レ ン ツ ェ

に 至 る 。 妃 殿 下 の 入 市 式 に て フ ィ レ ン ツ ェ で 挙 行 さ れ た 華 麗 な る 華 燭

桐朋学園芸術短期大学紀要 Vol.2 179



ルネサンスの王権と祝祭本(上尾) 

の 宴 （ ア ッ パ ラ ー ト ） と 凱 旋 門 、 そ こ に 描 か れ し 歴 史 、 絵 画 、 金 言 格 言

の す べ て 、 豪 奢 に し て 光 輝 あ ふ れ る 結 婚 式 、 饗 宴 、 歓 喜 と 祝 祭 』 制

作 地 不 詳 、 1 5 3 9 年 。  

結 婚 祝 祭 ：  

G i a m b u l l a r i ,  P i e r  F r a n c e s c o ,  A p p a r a t o  e t  f e s t e  n e l l e  n o z e  

d e l l o  I l l v s t r i s s i m o  S i g n o r  D u c a  d i  F i r e n z e ,  &  d e l l a  

D u c h e s s a  s u a  C o n s o r t e ,  c o n  l e  s u e  S t a n z e ,  M a d r i a l i ,  

C o m e d i a ,  &  I n t e r m e d i j ,  i n  q u e l l e  r e c i t a t i .  

F l o r e n c e : B e n e d e t t o  G i u n t a ;  1 5 3 9 ;  4 ° ;  1 7 1 p p .  ピ エ ー ル フ ラ ン

チ ェ ス コ ・ ジ ャ ン ブ ッ ラ ー リ 『 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 公 爵 閣 下 並 び に 公 妃

殿 下 の 結 婚 式 に お け る 装 飾 と 祝 祭 、 そ こ で の 奏 楽 、 詩 作 、 マ ド リ ガ ー

レ 、 コ メ デ ィ ア 、 イ ン テ ル メ ッ ツ ォ の 上 演 』 フ ィ レ ン ツ ェ ： ジ ュ ン タ 刊 、 1 5 3 9

年 。 音 楽 を と も な う イ ン テ ル メ ッ ツ ォ と コ メ デ ィ 。 プ ロ ロ ー グ は 花 嫁 の フ ィ レ

ン ツ ェ へ の 入 市 式 を 描 写 。 ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ バ テ ィ ス タ ・ ジ ェ ッ リ G i o v a n n i  

B a t i s t a  G e l l i 作 の 歌 曲 、 コ メ デ ィ 《 イ ル ・ コ モ ー ド （ 快 楽 ）  I l  

C o m m o d o 》 は ア ン ト ニ オ ・ ラ ン デ ィ A n t o n i o  L a n d i 作 。  

G i a m b u l l a r i ,  P i e r  F r a n c e s c o ,  P e r s o n i f i c a z i o n e  d e l l e  c i t t à  

P a e s i  e  F i u m i  d i  T o s c a n a  f e s t e g g i a n i t i  l e  n o z z e  d i  C o s i m o  

I °  e d  E l e o n o r a  d i  T o l e d o ,  t r a t t a  d a  u n o  r a r o  l i b r e t t o  d i  

P i e r  F r a n c e s c o  G i a m b u l l a r i  e  r i s t a m p a t a  p e r  c u r a  d i  

U b a l d o  A n g e l i .  P r a t o :  t i p . G . S a l v i ,  1 8 9 8 ;  8 ° ;  3 0 p p .   ピ エ ー

ル フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ジ ャ ン ブ ッ ラ ー リ 『 コ シ モ 1 世 と エ レ オ ノ ー ラ ・ デ ィ ・ ト レ ド

の 結 婚 を 祝 う ト ス カ ー ナ の 都 市 、 国 、 川 の 擬 人 化 』 1 8 9 8 年 。 1 8 9 8 年

エ ン リ コ ・ ロ ス タ ー ニ ョ と マ リ ア ・ カ ヴ ァ ッ ツ ァ と の ロ ー マ で の 結 婚 の た め に 再

版 。  

コ メ デ ィ ア ：  

L a n d i ,  A n t o n i o ,  I l  C o m m o d o .  C o m e d i a .  F l o r e n c e : B e n e e t t p  

G i u n t a ;  1 5 3 9 ;  4 ° ;  1 0 4 p p .  ア ン ト ニ オ ・ ラ ン デ ィ 『 コ メ デ ィ ア 《 イ ル ・ コ ー

モ ド 》 』 フ ィ レ ン ツ ェ ： ベ ネ デ ィ ッ ト ・ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 3 9 年 。 ピ エ ー ル フ ラ ン

チ ェ ス コ ・ ジ ャ ン ブ ッ ラ ー リ 『 装 飾 と 祝 祭 』 の 一 部 （ p p . 6 7 - 1 7 1 ） と し て 刊

行 。  

L a n d i ,  A n t o n i o ,  I l  C o m m o d o .  C o m e d i a  …  C o n  I  s u o i  I n t e r m e d i i ,  

R e c i t a t a  n e l l e  n o z z e  d e  l ’ I l l u s t r i ß .  &  E c c e l l e n t i ß .  S .  i l  

S . D u c a  d i  F i r e n z e  l ’ A n n o  1 5 3 9 .  N v o v a m e n t e  R i s t a m p a t a .  

F l o r e n c e :  I  G i u n t i ,  1 5 6 6 ;  8 ° ;  9 5 p p .  ア ン ト ニ オ ・ ラ ン デ ィ 『 イ ル ・ コ

モ ー ド 。 1 5 3 9 年 、 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 公 爵 閣 下 の 結 婚 式 に お け る イ

ン テ ル メ ッ ツ ォ 、 歌 唱 付 き の コ メ デ ィ ア （ 喜 劇 ） 』 改 訂 新 版 、 フ ィ レ ン ツ

ェ ： ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 6 6 年 。  
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音 楽 ：  

M u s i c h e  f a t t e  n e l l e  n o z z e  d e l l o  i l l u s t r i s s i m o  D u c a  d u  F i r e n z e  

i l  S i g n o r  C o s i m o  d e ’ M e d i c i  e t  d e l l a  i l l u s t r i s s i m a  c o n s o r t e  

s u a  M a d .  L e o n o r a  d a  T o l e t t o ,  V e n e z i a , 1 5 3 9  

山 口 博 子 「 ル ネ サ ン ス の 祝 祭 音 楽 － １ ５ ３ ９ 年 の コ ジ モ ・ デ ィ ・ メ デ ィ チ

と エ レ オ ノ ー ラ ・ ダ ・ ト レ ド の 婚 礼 に お け る 音 楽 に つ い て 」 、 『 熊 本 大 学

教 養 部 紀 要  人 文 ・ 社 会 科 学 編 』 ２ ８ （ １ ９ ９ ３ ） 、 p p . 4 9 - 6 1  

再 現 Ｃ Ｄ ： C e n t r e  d e  M u s i q u e  A n c i e n n e  d i  G i n e v r a /  S t u d i o  

d i  M u s i c a  R i n a s c i m e n t a l e  d i  P a ; e r m o /  S c h o l a  " J a c o p o  d a  

B o l o g n a " ,  G a b r i e l  G a r r i d o ( d i r . ) , 《 F i r e n z e  1 5 3 9 :  M u s i c h e  

f a t t e  n e l l e  n o z z e  d e l l o  i l l u s t r i s s i m o  d u c a  d i  F i r e n z e  i l  

s i g n o r  C o s i m o  d e  M e d i c i  e t  d e l l a  i l l u s t r i s s i m a  c o n s o r t e  

s u a  m a d .  L e o n o r a  d a  T o l l e t t o . 》 ( T a c t u s [ T C 5 3 0 0 0 1 ] ,  1 9 9 3 )  

C f ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 6 4 ( 入 城 式 ) ； 1 1 6 5 - 1 1 6 6   

( 婚 礼 祝 祭 ) ； 1 1 6 7 - 1 1 6 8  ( 祝 祭 劇 ) 。  

コ シ モ の 在 位 中 の 祝 祭 本 に つ い て は 、 以 下 も 参 照 ：  

[ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 7 0  ( 1 ５ 5 6 年 コ シ モ に よ る フ ィ レ ン ツ ェ の

カ ー ニ ヴ ァ ル )  ； 1 3 6 0 - 1 3 6 1  ( 1 5 6 0 年 併 合 し た シ エ ナ へ の 入 城 式 ) ；

7 9 0  ( 1 5 6 0 年 ロ ー マ へ の 訪 問 入 城 式 ) ； 1 1 9 3 ,  ( 1 5 6 9 年 ロ ー マ で の

教 皇 ピ ウ ス ５ 世 か ら の ト ス カ ナ 大 公 位 授 与 祝 祭 へ の 出 発 ) ； 7 9 4 - 7 9 6  

( 1 5 7 0 年 ロ ー マ で の 教 皇 ピ ウ ス ５ 世 か ら の ト ス カ ナ 大 公 位 授 与 祝 祭 ) ,  

[ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 9 4  ( 1 5 7 0 :  ロ ー マ で の 教 皇 ピ ウ ス

5 世 か ら の ト ス カ ナ 大 公 位 授 与 祝 祭 か ら の フ ィ レ ン ツ ェ へ の 凱 旋 ) ；

1 1 9 5 - 1 1 9 6  ( 1 5 7 4 年 コ シ モ の 葬 儀 )  

4 ： ト ス カ ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ 1 世 ( 1 5 4 1 - 1 5 8 7 ) の 祝 祭 本  

1 5 6 5 年 1 2 月 1 6 日 － 1 5 6 6 年 2 月 2 6 日  ト ス カ ナ 公 子 フ ラ ン チ ェ ス コ ・

デ ィ ・ メ デ ィ チ と オ ー ス ト リ ア 王 女 ヨ ハ ン ナ と の フ ィ レ ン ツ ェ に お け る 婚 礼 祝

祭  

入 城 式 と 婚 礼 ：  

R i c o r d i  s t o r i c i  d i  f e s t e  f a t t e  i n  F i r e n z e  p e r  n o z z e  

p r i n c i p e s e c h e  o  p e r  l a  v e n u t a  d i  p r i n c i p i  [ 1 5 6 5 - 1 7 9 1 ] .  

F l o r e n c e :  t i p . e d i t r i c e  d e l l ’ a s s o c i a z i o n e ;  1 8 6 8 ;  4 ° ;  3 3 p p .  

『 王 侯 の 結 婚 式 あ る い は 王 侯 の 到 着 （ 入 市 式 ） の た め に フ ィ レ ン ツ ェ で

催 さ れ た 祝 祭 の 歴 史 的 記 録 』 フ ィ レ ン ツ ェ 、 1 8 6 8 年 、 フ ィ レ ン ツ ェ で の

サ ヴ ォ ワ 王 子 ウ ン ベ ル ト と マ ル ゲ リ ー タ の 結 婚 式 を 祝 っ て 編 纂 。  

M e l l i n i ,  D o m e n i c o ,  D e s c r i z i o n e  d e l l ’ E n t r a t a  D e l l a  s e r e n i ß .  

R e i n a  G i o u a n n a  d ’ A u s t r i a  E t  d e l l ’ A p p a r a t o ,  f a t t o  i n  
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F i r e n z e  n e l l a  v e n u t a ,  &  p e r  l e  f e l i c i s s i m e  n o z z e  d i  

S . A l t e z z a  e t  d e l l ’ I l l u s t r i s s i m o ,  &  E c c e l l n t i s s .  S . D o n  

F r a n c e s c o  d e  M e i c i ,  P r e n c i p e  d i  F i o r e n z a ,  &  d i  S i e n a .  

R i s t a m p a t a  e  r i v e d u t a .  F l o r e n c e :  I  G i u n t i ;  1 5 6 6 ;  4 ° ;  x i i i  +  

1 2 8 p p  +  i x .  ド メ ニ コ ・ メ ッ リ ー ニ 『 フ ィ レ ン ツ ェ と シ エ ナ の 君 主 令 名 高 く

も 高 貴 な る フ ラ ン チ ェ ス コ ・ デ ・ メ デ ィ チ 閣 下 と の 至 福 の 結 婚 式 の た め に

フ ィ レ ン ツ ェ に 到 着 し た オ ー ス ト リ ア の ジ ョ ヴ ァ ン ナ 王 女 陛 下 の 入 市 式 と

華 燭 の 宴 』 改 訂 版 、 フ ィ レ ン ツ ェ ： イ ・ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 6 6 年 。  

M e l l i n i ,  D o m e n i c o ,  D e s c r i z i o n e  d e l l ’ e n t r a t a  d e l l a  …  R e i n a  

d ’ A u s t r i a  E t  d e l l ’ a p p a r a t o ,  f a t t o  i n  F i r e n z e  …  p e r  l e  

f e l i c i s s i m e  n o z z e  d i  S . A l t e z z a  e t  d e l l ’ i l l u s t r i s s i m o  …  

F r a n c e s c o  d e  M e i c i ,  P r e n c i p e  d i  F i o r e n z a .   C o r e t t a  &  …  

s t a m p a t a  l a  t e r z a  v o l t a .  F l o r e n c e ;  1 5 6 6 ;  8 ° ;  ド メ ニ コ ・ メ ッ リ ー

ニ 『 フ ィ レ ン ツ ェ の 君 主 令 名 高 く も 高 貴 な る フ ラ ン チ ェ ス コ ・ デ ・ メ デ ィ チ

閣 下 と の フ ィ レ ン ツ ェ で の 結 婚 式 の た め の オ ー ス ト リ ア の ジ ョ ヴ ァ ン ナ 女

王 陛 下 の 入 市 式 と 華 燭 の 宴 』 改 訂 第 3 版 、 1 5 6 6 年 。  

D e s c r i z i o n e  d e l l ’ A p p a r a t o  d e l l a  C o m m e d i a  e t  I n t e r m e d i i  

d ’ E s s a  R e c i t a t a  i n  F i r e n z e  i l  g i o r n o  d i  S . S t e f a n o  l ’ a n n o  

1 5 6 5  …  n e l l e  R e a l i  N o z z e .  D e l l ’ I l l u s t r i s s .  &  E c c e l l .  S . i l  

S . D o n  F r a n c e s c o  M e d i c i  P r i c i p e  d i  F i o r e n z a ,  &  d i  S i e n a ,  E  

d e l l a  R e g i n a  G i o u a n n a  d ’ A u s t r i a  s u a  c o n s o r t e .  R i s t a m p a t a ,  

c o n  n u o v a  a g g i u n t a .  F l o r e n c e :  I  G i u n t i ;  1 5 6 6 ;  8 ° ;  2 6 p p .  

『 1 5 6 5 年 聖 ス テ フ ァ ー ノ の 日 に フ ィ レ ン ツ ェ で 上 演 さ れ た コ メ デ ィ ア 、 イ ン

テ ル メ ッ ツ ォ の 華 燭 の 宴 の 記 。 フ ィ レ ン ツ ェ と シ エ ナ の 君 主 令 名 高 く も

高 貴 な る フ ラ ン チ ェ ス コ ・ メ デ ィ チ 殿 下 と そ の 細 君 オ ー ス ト リ ア 王 女 ジ ョ ヴ

ァ ン ナ と の 王 家 の 結 婚 式 に お い て 』 増 訂 版 、 フ ィ レ ン ツ ェ ： イ ・ ジ ュ ン テ ィ

刊 、 1 5 6 6 年 。 2 つ の 木 版 画 、 イ ン テ ル メ ッ ツ ォ 、 演 劇 。  

A p p a r a t o  p e r  l e  n o z z e  d i  F r a n c e s c o  I .  d e ’  M e d i c i  c o n  

G i o v a n n a  d ’ A u s t r i a  [ l i  2 8  n o v e m b r e  1 5 6 5  –  p u b b l i c a t o   

p e r  c u r a  d i  L u i g i  V e r a n i ] .  L i v o r n o :  G i u s .  M e u c c i ;  1 8 7 0 ;  

8 ° ;  1 5 p p .  『 フ ラ ン チ ェ ス コ １ 世 ・ デ ・ メ デ ィ チ と オ ー ス ト リ ア の ジ ョ ヴ ァ ン ナ

と の 結 婚 式 の 華 燭 の 宴 』 リ ヴ ォ ル ノ 、 1 8 7 0 年 、 1 8 7 0 年 1 0 月 の エ ッ ト

ー レ ・ ウ リ エ ッ ト と ル イ ー ザ ・ マ イ オ ン キ の 結 婚 の た め の 再 版 。  
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祝 祭 劇 ：  

A m b r a ,  F r a n c e s c o  d ’ ,  L a  C o n f a n a r i a ,  c o m e d i a  D i  F r a n c e s c o  

d ’ A m b r a  C o n  G l ’ I n t e r m e d i j  d i  G i o u a m  B a t i s t a  C i n i ;  

R e c i t a t a  n e l l e  N o z e  d e l l ‘ I l l s t r i ß i m o  S . P r i n c i p e  D o n  

F r a n c e s c o  d e  M e d i c i ,  &  d e l l a  S e r e n i ß i m a  R e g i n a  G i u a n n a  

d ’ A u s t r i a .  F l o r e n c e :  I  f i g l i u o l i  d i  L o r e n z o  T o r r e n t i n o  e  

C a r l o  P e t t i n a r i  c o m p a g n i ;  1 5 6 6 ;  8 °  ; 1 2 6 p p .  フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ダ

ン ブ ラ 『 ラ ・ コ ン フ ァ ナ リ ア 、 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ダ ン ブ ラ に よ る コ メ デ ィ ア （ 喜 劇 ） 、

ジ ョ ヴ ァ ン ・ バ テ ィ ス タ ・ チ ー ニ の イ ン テ ル メ ッ ツ ォ 付 き 。 令 名 高 き 君 主 フ ラ

ン チ ェ ス コ ・ デ ・ メ デ ィ チ 殿 下 と オ ー ス ト リ ア 王 女 ジ ョ ヴ ァ ン ナ 妃 殿 下 の 結

婚 式 に て 上 演 』 フ ィ レ ン ツ ェ 、 1 5 6 6 年 。 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ ダ ン ブ ラ

（ F r a n c e s c o  d ’  A m b r a ） に よ る 喜 劇 、 イ ン テ ル メ ッ ツ ォ の テ キ ス ト は ジ ョ ヴ

ァ ン ニ ・ バ ッ テ ィ ス タ ・ チ ー ニ ( G i o v a n n i  B a t t i s t a  C i n i )  

D e s c r i z i o n e  d e g l ’ i n t e r m e d i i  r a p p r e s e n t a t i  c o l l a  c o m m e d i a  

n e l l a  n o z z e  d e l l ’ I l l u s t r i s s i m o ,  e d  E c c e l l e n t i s s i m o  S i g n o r  

P r i n c i p e  d i  F i r e n z e ,  e  d i  S i e n a .  F l o r e n c e ;  1 5 6 6 ;  8 ° ; 2 0 p p .  

『 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 並 び に シ エ ナ の 君 主 閣 下 の 結 婚 式 に コ メ デ ィ ア

と と も に 上 演 さ れ た イ ン テ ル メ ッ ツ ォ の 記 』 フ ィ レ ン ツ ェ 、 1 5 6 6 年 。 フ ラ ン チ

ェ ス コ ・ ダ ン ブ ラ 『 ラ ・ コ ン フ ァ ナ リ ア 』 の あ る 版 と 同 じ 表 題 ペ ー ジ の 木 版 画 。

献 辞 に 「 I l  L a s c a ( ウ グ イ ) 」 ( A n t o n  F r a n c e s c o  G r a z z i n i ) の サ イ ン 。

イ ン テ ル メ ッ ツ ォ の テ キ ス ト は ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ チ ー ニ ( G i o v a n n i  C i n i ) 、 音

楽 は ア レ ッ サ ン ド ロ ・ ス ト リ ッ ジ ョ ( A l e s s a n d r o  S t r i g g i o ) 、 フ ラ ン チ ェ ス

コ ・ コ ル テ ッ チ ア ( F r a n c e s c o  C o r t e c c i a ) に よ る 。  

D e s c r i z i o n e  d e g l ’ i n t e r m e d i i  r a p p r e s e n t a t i  c o l l a  c o m m e d i a  

n e l l a  n o z z e  d e l l ’ I l l u s t r i s s i m o ,  e d  E c c e l l e n t i s s i m o  S i g n o r  

P r i n c i p e  d i  F i r e n z e ,  e  d i  S i e n a .  F l o r e n c e :  F i l i p p o  G i u n t i ;  

1 5 9 3 ;  8 ° ; 2 2 p p + i .  『 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 並 び に シ エ ナ の 君 主 閣 下

の 結 婚 式 に コ メ デ ィ ア と と も に 上 演 さ れ た イ ン テ ル メ ッ ツ ォ の 記 』 フ ィ レ ン ツ

ェ ： フ リ ッ ポ ･ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 9 3 年 、 ２ つ の 木 版 画 。  

M e l l i n i ,  D o m e n i c o ,  L e  D i e c i  M a s c h e r a t e  d e l l e  B v f o l e  M a n d a t e  

I n  F i r e n z e  i l  g i o r n o  d i  C a r n o u a l e  L ’ a n n o  1 5 6 5 .  C o n  l a  

d e s c r i z z i o n e  d i  t u t t a  l a  p o m p a  d e l l e  M a s c h e r e ,  e  l o r o  

i n u e n z i o n i .  F l o r e n c e :  I  G i u n t i ;  1 5 6 6 ;  8 ° ; 6 5 p p .  ド メ ニ コ ･ メ ッ リ

ー ニ 『 1 5 6 5 年 フ ィ レ ン ツ ェ の 謝 肉 祭 に 献 じ た 、 道 化 の 1 0 の マ ス ケ ラ （ 仮

面 劇 ） 。 仮 面 行 列 す べ て と そ こ で の 創 作 の 記 と と も に 』 フ ィ レ ン ツ ェ ： イ ・
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ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 6 6 年 。 標 題 の 年 号 は フ ィ レ ン ツ ェ 風 表 記 。   

D e s c r i z i o n e  d e l  c a n t o  d e  S o g n i .  M a n d a t o  d a l l ’ I l l u s t r i s s i m o ,  &  

E c c e l l e n t i s s i m o  S . P r i n c i p e  d i  F i r e n z a ,  &  d i  S i e n a .  I l  

s e c o n d o  g i o r n o  d i  F e b b r a i o .  1 5 6 5 .  i n  F i o r e n z a .  F l o r e n c e :  I  

G i u n t i ;  1 5 6 6 ;  8 ° ; 2 6 p p  『 夢 の 歌 の 記 。 1 5 6 5 年 2 月 2 日 、 フ ィ レ ン

ツ ェ に て 、 令 名 高 き フ ィ レ ン ツ ェ 並 び に シ エ ナ の 君 主 閣 下 に 献 呈 』 フ ィ

レ ン ツ ェ ： イ ・ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 6 6 年 。 標 題 の 年 号 は フ ィ レ ン ツ ェ 風 表

記 。  

B a l d i n i ,  B a c c i o ,  D i s c o r s o  s o p r a  l a  M a s c h e r a t a  d e l l a  

G e n e o l o g i a  d e g l ’ I d d e i  d e  G e n t i l i .  M a n d a t a  f u o r i  

d a l l ’ I l l u s t r i s s i o ,  &  E c c e l l e n t i s s .  S . D u c a  d i  F i r e n z e ,  &  

S i e n a  I l  g i o r n o  2 1 .  d i  F e b b r a i o  M D L X V .  F l o r e n c e :  I  

G i u n t i ;  1 5 6 5 ;  4 ° ; i i + 1 3 0 p p + i i .  バ ッ チ オ ・ バ ル デ ィ ー ニ 『 高 貴 な

方 々 の 神 々 の 系 譜 の マ ス ケ ラ （ 仮 面 劇 ） に つ い て の 話 。 令 名 高 き フ ィ レ

ン ツ ェ と シ エ ナ の 公 爵 閣 下 に 献 呈 、 1 5 6 5 年 2 月 2 1 日 』 フ ィ レ ン ツ ェ ：

イ ・ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 6 5 年 。 標 題 の 年 号 は フ ィ レ ン ツ ェ 風 表 記  

C f ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 5 8 ,  1 1 7 4 - 7 7 ( 入 城 式 と 婚

礼 祝 祭 ) ； 1 1 7 9 - 1 1 8 0  ( 祝 祭 劇 ) ； 1 1 8 1 - 1 1 8 3  ( 祝 賀 カ ー ニ ヴ ァ ル )  

1 5 6 7 年 2 月 4 - 2 0 日 フ ィ レ ン ツ ェ で の ト ス カ ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ デ ・

メ デ ィ チ と 公 妃 ヨ ハ ン ナ ・ デ ・ オ ー ス ト リ ア の 王 女 エ レ オ ノ ー ラ 誕 生 を 祝 う

祝 祭   

C f ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 8 5 - 1 1 8 6  ( 祝 賀 カ ー ニ ヴ ァ

ル ) ； 1 1 8 7  ( 1 5 6 8 年 祝 祭 劇 ‘ I  F a b i i ’ の 上 演 )  

1 5 7 9 年 1 0 月 4 - 1 4 日 フ ィ レ ン ツ ェ で の ト ス カ ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ ・   

デ ィ ・ メ デ ィ チ と ビ ア ン カ ・ カ ペ ッ ロ ・ デ ィ ・ ヴ ェ ネ ツ ィ ア と の 婚 礼 祝 祭  

R i c o r d i  s t o r i c i  d i  f e s t e  f a t t e  i n  F i r e n z e  p e r  n o z z e  

p r i n c i p e s e c h e  o  p e r  l a  v e n u t a  d i  p r i n c i p i  [ 1 5 6 5 - 1 7 9 1 ] .  

F l o r e n c e :  t i p . e d i t r i c e  d e l l ’ a s s o c i a z i o n e ;  1 8 6 8 ;  4 ° ;  3 3 p p .  

『 王 侯 の 結 婚 式 あ る い は 王 侯 の 到 着 （ 入 市 式 ） の た め に フ ィ レ ン ツ ェ で

催 さ れ た 祝 祭 の 歴 史 的 記 録 』 フ ィ レ ン ツ ェ 、 1 8 6 8 年 、 フ ィ レ ン ツ ェ で の

サ ヴ ォ ワ 王 子 ウ ン ベ ル ト と マ ル ゲ リ ー タ の 結 婚 式 を 祝 っ て 編 纂 。  

G a c i ,  C o s i m o ,  P o e t i c a  D e s c r i t i o n e  d ’ i n t o r n o  a l l ’ i n u e n t i o n i  

d e l l a  S b a r r a  C o m b a t t u t a  i n  F i o r e n z a  n e l  c o r t i l e  d e l  

P a l a g i o  d e ’  P i t t i  i n  h o n o r e  d e l l a  S e r e n i s s .  S i g n o r a  B i a n c a  

C a p p e l l o  G r a n  D v c h e s s a  d i  T o s c a n a .  F l o r e n c e :  d e ’  G i u n t i ;  
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1 5 7 9 ;  8 ° ;  3 5 p p .  コ シ モ ・ ガ ー チ 『 ト ス カ ナ 大 公 妃 ビ ア ン カ ・ カ ッ ペ ッ ロ

妃 殿 下 を 讃 え て フ ィ レ ン ツ ェ の ピ ッ テ ィ 宮 の 中 庭 で の 〈 戦 い の 小 門 〉 の

創 作 品 に つ い て の 詩 的 記 述 』 フ ィ レ ン ツ ェ ： ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 7 9 年 。 狩

猟 、 ト ー ナ メ ン ト 、 祝 宴 、 入 市 式 。  

G u a l t e r o t t i ,  R a f f a e l l o ,  F e s t e  n e l l e  n o z z e  D e l  S e r e n i s s i m o  D o n  

F r a n c e s c o  M e d i c i  G r a n  D v c a  d i  T o s c a n a ;  E t  d e l l a  S e r e n i s s .  

S u a  C o n s o r t e  l a  S i g . B i a n c a  C a p p e l l o  …  N o u a m e n t e  

R i s t a m p a t e .  F l o r e n c e :  I  G i u n t i ;  1 5 7 9 ;  4 ° ;  5 8 p p + i i .   ラ フ ァ エ

ッ ロ ・ グ ァ ル テ ロ ッ テ ィ 『 ト ス カ ナ 大 公 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ メ デ ィ チ 殿 下 と そ の 配

偶 者 ビ ア ン カ ・ カ ッ ペ ッ ロ 嬢 の 結 婚 式 の 祝 祭 』 改 訂 新 版 、 フ ィ レ ン ツ

ェ ： ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 7 9 年 、 1 3 の 挿 図 。  

A u r i f e x ,  G r e g o r i u s ,  D e  n v p t i i s  m a g n i  d v c i s  H e t r v r i a e ,  e t  

B i a n c h a e  C a p p e l l a e :  C a r m e n .  B o l o g n a :  I o a n n e s  R o s s i u s ;  

1 5 8 0 ;  4 ° .  グ レ ゴ リ ウ ス ・ ア ウ リ フ ェ ッ ク ス の ラ テ ン 語 韻 文 『 エ ト ル リ ア の 大

公 と ビ ア ン カ ・ カ ッ ペ ッ ラ の 結 婚 に つ い て ： カ ル メ ン （ 頌 歌 ） 』 ボ ロ ー ニ ャ ： ヨ

ア ネ ス ・ ロ シ ウ ス （ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ ロ ッ シ ） 刊 、 1 5 8 0 年 。 狩 猟 、 ト ー ナ メ ン ト 、

祝 宴 。  

G u a l t e r o t t i ,  R a f f a e l l o ,  V a g h e z z e  s o p r a  P r a t o l i n o …  

F l o r e n c e :  I  G i u n t i ;  1 5 7 9 ;  4 ° ;  1 5 p p .  ラ フ ァ エ ッ ロ ・ グ ァ ル テ ロ ッ  

テ ィ 『 プ ラ ト リ ー ノ 以 上 の 優 美 』 フ ィ レ ン ツ ェ : イ ･ ジ ュ ン テ ィ 刊 、 1 5 7 9 年 。

以 下 が 続 く ： E p i t a l a m i o  N e l l e  n o z z e  d e l l a  I l l u s t r i s s i m a  

S i g n o r a  P e r r e g r i n a  C a p p e l l o ,  E t  d e l l o  I l l u s t r i s s i m o  S i g .  

C o n t e  V l i s s e  B e n t i u o g l i  C o m p o s t o  p e r  i l  S i g . R a f f a e l l o   

G u a l t e r o t t i ,  A l l a  S e r e n i s s i m a  S i g n o r a  B i a n c a  C a p p e l l o ,  

p p . 1 6 - 2 4 『 令 名 高 き ペ レ グ リ ー ナ ・ カ ッ ペ ッ ロ 嬢 と 令 名 高 き ウ リ ッ セ ・ ベ

ン テ ィ オ ー リ 伯 殿 下 の 結 婚 の 祝 婚 歌 。 ビ ア ン カ ・ カ ッ ペ ッ ロ 妃 殿 下 の た

め に ラ フ ァ エ ッ ロ ・ グ ァ ル テ ロ ッ テ ィ に よ っ て 作 曲 』  

C f ： [ W a t a n a b e - O ' K e l l y  &  S i m o n ] 1 1 5 8 ,  1 2 0 0 - 1 2 0 3  
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